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１．プロジェクト名・目標・活動要約 
 

（１）実装活動プロジェクト名 

「大規模稲作農家への農業水利情報提供システムの実装」 

 

（２）最終目標 

日本の農業の基幹である水田稲作は，後継者不足と高齢化，貿易自由化による外圧，米消

費量の低下などの構造的問題に直面している．その結果，耕作放棄地の増加による農地の持

つ多面的機能の低下，農村社会システムの崩壊などの問題が引き起こされており，この状態

でさらに貿易自由化が進むと輸入米の流入による食料自給率のさらなる低下が起こること

も懸念されている．この状況を打開すべく，担い手農家への水田耕作の委託により農地集積

を進め，担い手農家の農業経営を大規模化することが，国策として推進されている． 

しかし，大規模経営化が進んでも圃場は移動できないため，大規模経営体の耕作する圃場

は広域に分散している現状である．また，大規模経営化による各経営体での単位面積当たり

耕作者数の大幅な減少は，水田水管理の粗放化を招き，土地生産性の減少，地域の水資源の

浪費，豪雨災害時の対応の遅れなどの副作用をもたらす危険性を持っている．少人数大規模

経営のもとで，水管理労力を削減し，水管理の質を確保していく方策が強く望まれている．

 一方で，近年，農村地域での情報通信環境の整備が進み，従来の農地や水に加えて次世代

の農業生産基盤としてのＩＣＴの利用可能性が高まっている．例えば，公衆回線によるイン

ターネットの利用可能域が農村地域へ拡大しており，農業生産現場でのセンシング技術も目

覚しく発達している．また，ＵＡＶが低価格化，高性能化し，その農業利用の可能性が高ま

っている．ＩＣＴ，フィールドセンサー類，ＵＡＶなどを活用し，農家のニーズに動的に対

応できるようなサービスシステムに対する期待が高まっている． 

上記の背景のもと，実装責任者らはこれまでのRISTEX問題解決型サービス科学研究開発プ

ログラム研究開発プロジェクト「農業水利サービスの定量的評価と需要主導型提供手法の開

発」で，実際の水田稲作農家での，圃場水収支の詳細観測，耕作者の行動観察，聞き取り調

査等を行い，大規模稲作農家での水管理労力削減の強いニーズを把握した．さらに，ニーズ

に基づき，水田の湛水深，圃場の静止画像，気象情報を各種モバイル端末等へ提供する「農

業水利情報サービス提供システム」を開発し，試運転と想定ユーザーによる評価を行った． 

本実装活動プロジェクトでは，既開発の「農業水利情報サービス提供システム」を実際の

大規模稲作農家の圃場へ実装し，その実装の効果を定量的に測定することを目的としている．

現実スケールで現場に実装した場合の効果の実例を示すことにより，国が進める農業政策方

針に沿って，研究成果の展開が図られる道筋をつけるための科学的根拠を示す． 

最終的には，水田稲作において「農業水利情報サービス提供システム」のようなＩＣＴや

ＵＡＶ技術を幅広く展開することにより，大規模稲作農家の水管理労力の削減を実現するこ

とが目標である．水管理労力の削減により得られる余剰時間を，さらなる経営規模の拡大や

６次産業化へ転用することにより，担い手となる大規模稲作農家の経営安定化と自立が実現

される．このような成功例が増えることにより，新規就農が促進され，農村社会が活性化さ

れて，地方創生や，後継者難問題の解消に貢献することができるであろう．また，耕作放棄

地の抑制により，国土の保全や環境問題の改善などの農地の持つ多面的機能の増強に資する

ことができる．さらに，良質で安全な米が安定供給されることは，国民の食における安全・

安心の確保につながる． 

 

（３）実装支援期間終了時の目標（到達点） 

本実装活動プロジェクトでは，大規模稲作農家の実際の営農の現場に既開発の技術を実装し，

水管理労力の削減や地域の水資源の有効利用を実現することを目的とする．これまでに，実装責

任者らによって開発された「農業水利情報サービス提供システム」を導入することにより，水田

稲作農家は圃場へ行かなくても湛水深を知ることができ，水管理労力を削減できる．また，複数

の分散した圃場の見回り優先順位を判断することができる．将来的に大規模経営化が進んだ場合

には，本システムのニーズ上昇とコストダウンが起こる可能性が高い．また，本システムの普及

が進んだ場合には，地域の農業用水を管理する土地改良区は管轄内の全ての水田の湛水状況を把
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握できるため，本システムの配水管理業務における有用性が高まる． 

これまでの研究開発プロジェクトで，大規模稲作農家のニーズが把握され，現場での技術的問

題が解決された．しかし，現段階では，基本的に単独の水田区画を対象として，システム構築が

完成し，実物見本によるデモと想定ユーザーによる評価が行われた段階に留まっている．当面の

次の課題として，実際の経営体規模で実装し，水管理労力や用水量の削減の程度を経営体規模で

定量的に実証することが，喫緊の課題として残されている．現実スケールで現場に実装した場合

の効果の実例を示すことにより，本システムの有用性をアピールすることができ，本システムの

幅広い実用化へと道を開くことができる． 

そこで本実装活動プロジェクトでは，数１０ha規模の水田を耕作している大規模稲作農家を実

装対象として選定し，実際に営農している水田圃場を選定して，各区画の水田の情報を農家のモ

バイル端末へ届けるシステムと各種測定用センサーを実装する．当システムを実装した圃場に実

際に作付けし，実装による水管理労力削減，用水量削減，諸経費削減効果を，実装していない対

照区との比較により実測する．この現場実測により，有用な実測データを得ることが大きなマイ

ルストーンである．得られた実測データによって，実装支援期間終了時までに，本システムの実

装による経営体規模での効果を定量的に評価することが本実装活動の第１の目標である．さらに，

本システムの実装によって得られた余剰時間を実装対象である大規模稲作農家がどのように有効

活用したかを明らかにし，本システムを他の大規模稲作農家へ普及させるための有用な情報を得

る． 

また，実装支援期間中に，本システムのハード類の耐久性試験，ソフトの不備の点検，ユーザ

ーからのフィードバックを踏まえての各種の改善を行う．本システムの利便性を向上させ，実用

化へ近づけることを目指し，実装支援期間終了時までにＰＤＣＡサイクルを２回転させることが

本実装活動の第２の目標である． 

さらに，実装による効果を定量的に評価した結果を行政府に示して政策提案を行う．農地集積

による担い手農家の農業経営の大規模化を政策として推進するに当たって，例えば，大規模稲作

農家のＩＣＴ導入を補助したり，農村地域でのＩＣＴインフラを整備したりといった政策提案を，

実装支援期間終了時に行うことが，本実装活動の第３の目標である．意見の提案先としては，農

業用水に関する政策立案を担当している農林水産省農村振興局整備部水資源課を想定している． 

上記に加えて，実装対象として選定した大規模稲作農家の周辺で，アウトリーチ活動を行うこ

とを本実装活動の第４の目標とする．ひとつには，小学生を対象とし，小学校側と相談しつつ，

出前授業を行ったり，課外活動をサポートしたりする．出前授業では，例えば，河川から取水し

て緻密な配分を行って各圃場まで農業用水を届ける農業水利システムの姿を解説して水資源の大

切さを説いたり，日々の食糧を支える農業生産活動の重要さや，農業用水の持つ多面的機能につ

いて説明したりする．もうひとつには，実装対象として選定した大規模稲作農家で農作業に従事

する従業員や，周辺の農家を対象としセミナーを行う．セミナーでは，水田水管理へのＩＣＴ利

用の最先端の状況について，本実装活動での実例や成果を示しつつ解説する． 

 

（４）活動実績（要約） 

本プロジェクトでは，既開発の研究開発成果である，水田の一区画ごとの湛水深と静止画像

の情報を農家のモバイル端末へ届ける「農業水利情報サービス提供システム」を，選定した

実装対象農家の耕作する水田圃場へ実装した．２年半の実装支援期間中にある２回の灌漑期

を有効に利用して，ＰＤＣＡサイクルを２回転させ，実際の稲作農家における本システムの

実装の効果を評価した．その結果，本システムは灌漑期を通して安定して稼働し，現地圃場

に設置した水位計やフィールドルータなどの機器の耐久性が確認されるとともに，現場での

無線通信距離の上限が把握された．実装対象農家が湛水深の低下を遠隔監視システムによっ

て把握して給水を行った事例が，観測データから確認されたが，灌漑期を通しての圃場の巡

回回数は対照区に比べて実装区で減少してはおらず，本システムの実装による水管理労力の

削減は明瞭には確認されなかった．しかし，実装区においては，実装対象農家は湛水深の減

少をより早く察知して対応ができていたことが示された．本システムのソフトウエアやイン

ターフェイスについて，ＰＤＣＡサイクルを２回転させる間に，問題点を抽出し，改善を行

った． 

また，水田湛水深をドローンから測定する方法について検討を行い，本プロジェクトで提案し

た「水田湛水深スケール」により，高度が５ｍのドローンから撮影した場合に０．３ｃｍの湛水
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深測定精度が得られた．さらに，総務省によって進められているフィールドセンサーデータの標

準化の内容について検討し，データの交換に用いられる Sensor Observation Service (ＳＯＳ)

を，本プロジェクトでもシステムの構築に採用して実装を行い，これにより観測データの相互運

用性を確保できることを確認した． 

一方，実装対象農家の最寄りの小学校において，食糧生産基盤を支える農業用水の重要性につ

いての出前授業を行い，アウトリーチ活動を行った．また，水循環政策本部，国土交通省，東京

都，水の週間実行委員会が主催する「水のワークショップ・展示会」に参画して小学生向けのア

ウトリーチ活動を行った．さらに，農林水産省が主催する「アグリビジネス創出フェア」や千葉

県と印旛沼流域水循環健全化会議が主催する「印旛沼流域環境・体験フェア」などの各種イベン

トでのブース出展を行い，「農業水利情報サービス提供システム」のＰＲを行った． 

実装責任者は本プロジェクト実施期間中に，農林水産省の「次世代型水利システム検討委員会」，

「農業データ連携基盤整備に係る水管理ＷＧ」などに委員として参画し，活発に発言を行った．

本プロジェクトの最終年度には，農林水産省農村振興局整備部水資源課と懇談を行い，本プロジ

ェクトの成果を踏まえた政策提案を行った． 
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２．実装活動の計画と内容 
 

（１）全体計画 

 

大項目 中項目 

平成 27年度 

（6ヶ月） 

平成 28年度 平成 29年度 

 H27.12 

まで 

H28.3 

まで 

H28.9まで H29.3まで H29.9まで H30.3まで 

既研究開発

成果の実装

と運用 

対象地区調査 

実装 

運用 

      

ＵＡＶによる

情報の活用 

情報取得(UAV) 

システムの統合 

      

実装による

効果の評価 

水管理労力評価 

用水量評価 

システム改善 

      

アウトリーチ

活動 

実施計画の策定 

出前授業の実施 

セミナーの実施 

      

実装成果の 

とりまとめ 

成果とりまとめ 

政策提言 

      

 

 

（２）各年度の実装活動の具体的内容 

 

＊＊＊ 平成２７年度（６カ月間）＊＊＊ 

【目標（平成２７年度）】 
初年度の平成２７年度には，平成２８年４月から始まる灌漑期へ向けて，既開発の研究開発成

果である，各区画の水田の情報を農家のモバイル端末へ届ける「農業水利情報サービス提供シス

テム」を現地圃場に実装する体制を整えることを目標とした．これにより，ＰＤＣＡサイクルの

第１のＰを達成することを目標とした．  

具体的には，実装の対象となる大規模稲作農家を決定し（以下，実装対象農家と呼ぶ），耕作す

る水田圃場の全ての区画の位置，用排水系統，水管理の人員体制の詳細を調査する．また，実装

対象農家の経営体制を把握する．次に，実装対象農家が実際に営農している水田圃場の中から，

本システム実装の対象となる水田区画群（実装区）を選定する．比較の対象として，従来のまま

本システムの実装を行わない水田区画群（対照区）を，圃場数，圃場分散度，給水方式，水利条

件などの諸条件が実装区と同等となるように選定する．平成２８年灌漑期が始まる前までに，本

システムに必要な機器と各種測定用センサーを調達し，実装の準備を行うことを目標とした．ま

た，実装区へ既開発の本システムを実装し，これにより，実装区の各区画の水田の湛水深と作物

状況が，農家の手元のモバイル端末や事務所のモニターで確認できるようにすることを目標とし

た．以上の実装活動により，平成２７年度中に，１回目のＰＤＣＡサイクルのＰを達成すること

を目標とした． 

また，平成２７年度には，実装対象農家の周辺で，アウトリーチ活動を行うことを目標とした．

マイル 
ストーン① 主となる計画 

収拾策 

灌漑期 灌漑期 

 

 

 

 

運用結果の
実測データ 

マイル 
ストーン② 

運用結果の
実測データ 

①「農業水利情報サービス提供
システム」との統合の見通しが
当面得られないため打ち切り． 

②用水量の精密
な評価の見通し

が当面得られな
いため打ち切り． 

③計画策定が早期にで
きたので前倒して実施 
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具体的には，対象となる小学校を選定し，小学校側とアウトリーチ活動の時期や内容について相

談を開始する．もし学年暦上で可能であれば，平成２７年度中に１回目のアウトリーチ活動を行

うことを目標とした． 

 

【実装活動内容の概要（平成２７年度）】 

（１）実装対象の選定 

実装対象となる大規模稲作農家として，公益社団法人日本農業法人協会の紹介を得て，農

業生産法人有限会社アグリ山﨑を選定した．（有）アグリ山﨑は，茨城県坂東市勘助新田に事務所

を置き，５７haの水田稲作の他，２７haの畑作（麦・大豆・休耕ローテーション）を行っている

大規模農業法人である．平成２４年からは，すし用米を米国およびカナダへ輸出するなど，先進

的な稲作経営を行っている．本プロジェクトには，代表者の山﨑正志氏が，現場圃場管理を担当

する実装担当者として加わった． 

 

（２）実装区と対照区の選定 

実装対象農家の耕作する水田圃場の全ての区画の位置を示した地図を入手した．また，用排水

系統の概要，水管理の人員体制を把握した．図１に実装対象農家の耕作圃場の分散状況および事

務所の位置を示す．実装対象農家の耕作する水田圃場は２６０区画以上あり（毎年少しずつ増減

する），東西約１３㎞，南北約１５㎞の広範囲に分散している．図１には示されていないが，この

範囲内には利根川，鬼怒川などの大きな河川があって橋まで迂回しなくてはならなかったり，市

街地を通過しなければならなかったりする箇所があり，遠隔に孤立した圃場への通作には多大な

労力を要している．特に，南西端にあたる千葉県野田市内の利根川右岸の２区画，北東端にあた

る石下地区の３区画，東端にあたる中妻近くの国道２９４号線脇の１区画などが，事務所から遠

距離にありかつ孤立した区画である． 

実装支援期間中にある２灌漑期を有効に利用し，初めの灌漑期と次の灌漑期とで実装区と対照

区を入れ替えて実測データを得る方針とした．この方針により各水田区画の土壌条件，水利条件，

立地条件などの様々な条件の違いを相殺することができ，実装区と対照区とを比較する目的が達

成できるものと考えられる．実際に営農している水田圃場の中から，平成２８年灌漑期の実装区

の候補と対照区の候補を選定した［第１のＰ］．  

実装対象農家からの聞き取り調査により，実装対象農家での平成２８年の代かき田植え作業の

日程について，以下の情報を把握した． 

 代かきを４月９日（土）から

開始し，田植え初日は４月１

３日（水）の予定である． 

 代かき田植え作業を，概略，

事務所回り→弓田地区→庄右

衛門新田の順に行い，作業は

５月末までかかる． 

 当地域では，うの日には田植

えをしない（平成２８年のう

の日：４月１５日（金），４月

２７日（水），５月９日（月），

５月２１日（土），６月２日

（木））． 

 

（３）実装用の機器の調達 

実装区へ実装する既開発の「農

業水利情報サービス提供システム」

を構成する，フィールドルータ，

水位センサー，記録計，発信装置，

ソーラーパネルの機種を選定し，

それらを調達した．また，対照区

へ設置する水位センサー，記録計

事務所 

図１ 実装対象農家が耕作する圃場の分布 
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の機種を選定し，それらを調達した．

実装区用には，フィールドルータとし

て（株）クロスアビリティ製のフィー

ルドルータ TMを，水位センサーとして

Milone Technologies 社製の eTape 

liquid level sensor を，記録計とし

て Decagon 社製の Em5b を，発信装置

として（株）クロスアビリティ製のネ

ットワークアダプタ TM（ＮＡＢＴ）を

選定した．ネットワークアダプタ（Ｎ

ＡＢＴ）は，Bluetooth class1により

フィールドルータ（ＦＲ）と各種デー

タロガーを接続する．対照区用には，

水位センサーと記録計が一体化され

た Onset Computer 社製の HOBO Water 

Level Data Logger U20L-04を選定し

た．図２に，実装区における観測デー

タの流れを示す．水田各区画の水位セ

ンサーで観測されたデータはＮＡＢＴによって Bluetooth 通信の届く範囲でＦＲに集められ，公

衆電話回線を通してサーバーへ送られる．実装対象農家をはじめ関係者は，インターネット経由

で，パスワードを使ってサーバーへアクセスし，観測データの問い合わせや閲覧を行う． 

平成２７年度には，実装区の各区画の水田の湛水深と作物状況が，農家の手元や事務所のモニ

ターで確認できるようになるソフトウエアとインターフェイスを調達した［第１のＰ］． 

 

（４）ＵＡＶ利活用の検討 

水田区画群の画像（可視，近赤外など）をＵＡＶによって取得するためのハードウエア，ソフ

トウエアの準備を行った［第１のＰ］． 

平成２８年３月１０日（木）に，水田各区画の湛水深をＵＡＶによって測定するための予備実

験を，現地水田圃場にて行った．実装対象農家の耕作圃場の１区画において，測量用のスケール

を湛水の残存しているところに置き，これをドローンから撮影した．ドローンからの視認の状況

や，そのときの飛行条件などを整理し，ドローンの高度の違いによるスケールの目盛りの視認状

況を確認した．その結果，安全性を考慮して高度２０ｍ程度まで上昇してホバリングした状態で

空撮した通常の静止画像では，水田土壌表面に置いたスケールの５ｍｍ刻みの白黒目盛りが辛う

じて判読可能であるが，水際線の同定は微妙であることが把握された．ドローンの飛行高度１５

ｍ程度では，十分に目盛りが確認できることがわかった．今後，用いるスケールの色，目盛り間

隔，撮影条件等の検討が必要であると思われた． 

 

（５）アウトリーチ活動 

アウトリーチ活動として，今年度はまず，小学校の児童を対象としてアウトリーチ活動を行っ

た．対象とする小学校として，実装対象農家の事務所から最寄りの茨城県坂東市立飯島小学校を

選定した．飯島小学校側とアウトリーチ活動の内容について打ち合わせを重ね，農業について学

習する５年生を対象として，農業水利を専攻する大学生が講師となり，クイズなどを取り入れた

参加型の出前授業と児童全員が参加するゲームを行うことになった．平成２８年１月２８日（木）

に小学校５年生全１７名および保護者若干名に対して，農業用水とその管理についての，アウト

リーチ活動を行った． 

 

（６）活動記録 

年月日 項目 場所 出席者 

平成 27 年 11 月

13日（金） 

ソフトウエアに関す

る打合せ 

東京大学 水利

環境工学研究室 

飯田，芸者東京エンターテインメ

ント（株），（株）クロスアビリテ

ィ，（株）イマジックデザイン 

平成 27 年 11 月 プロジェクト会議 （有）アグリ山﨑 飯田，溝口，木村，山﨑，本多，

図２ 実装区における観測データの流れ 

http://www.onsetcomp.com/products/data-loggers/u20l-04
http://www.onsetcomp.com/products/data-loggers/u20l-04
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27 日（金） （キックオフ） （株）クロスアビリティ 

平成 27 年 12 月

3日（木） 

ソフトウエアに関す

る打合せ 

東京大学 水利

環境工学研究室 

飯田，（株）イマジックデザイン 

平成 27 年 12 月

21日（月） 

プロジェクト会議

（水位計について） 

東京大学 国際

情報農学研究室 

飯田，溝口，木村，ハフダン，河

原 

平成 28 年 1 月

21日（木） 

プロジェクト会議

（備品の選定と調達

計画，実装区と対照

区の選定） 

東京大学 国際

情報農学研究室 

飯田，溝口，木村，（株）クロスア

ビリティ，アイネクス（株） 

平成 28 年 2 月

23日（火） 

ＵＡＶ利活用に関す

る打合せ 

東京大学 水利

環境工学研究室 

飯田，木村，徳永 

平成 28 年 3 月

10日（木） 

ＵＡＶによる湛水深

測定の予備実験 

（有）アグリ山﨑 飯田，山﨑，徳永 

平成 28 年 3 月

14日（月） 

意見交換会 JST東京本部 ４

階会議室 

飯田 

平成 28 年 3 月

31日（木） 

ソフトウエアに関す

る打合せ 

東京大学 水利

環境工学研究室 

飯田，（株）イマジックデザイン 

 

 

＊＊＊ 平成２８年度 ＊＊＊ 

【目標（平成２８年度）】 
平成２８年度には，既開発の研究開発成果である，各区画の水田の情報を農家のモバイル端末

へ届ける「農業水利情報サービス提供システム」を，現地圃場に実装し，ＰＤＣＡサイクルの第

１のＤ，Ｃ，Ａ，および第２のＰを達成することを目標とした．具体的には，平成２８年灌漑期

に，実装対象農家が耕作する水田圃場から選定した実装区に「農業水利情報サービス提供システ

ム」を実装して実装対象農家に使って頂く．実装されたシステムによる水田湛水深の連続観測デ

ータ，実装対象農家の営農記録および実装対象農家からの聞き取り調査による情報を得る．これ

らのデータから，本システムの実装の効果を把握する．また，１灌漑期にわたって実装した本シ

ステムについて，ハード面およびソフト面での改良すべき点を検討し，改善を行う．さらに，平

成２９年灌漑期へ向け，「農業水利情報サービス提供システム」を現地圃場に実装するための具体

的な計画を立てることを目標とした．以上の実装活動により，平成２８年度には，１回目のＰＤ

ＣＡサイクルのＤ，Ｃ，Ａ，および２回目のＰＤＣＡサイクルのＰを達成することを目標とした． 

また，平成２８年度には，ドローンを用いた水田湛水深の測定へ向けての基礎的研究に着手す

ることを目標とした．具体的には，実験室内において様々なスケールの視認状況を比較検討する

ことを目標とした．さらに，平成２８年度には，湛水深データの相互運用性についての検討に取

り組むことを目標とした． 

平成２８年度にも，平成２７年度に引き続き，実装対象農家の最寄りの小学校でアウトリーチ

活動を行うことを目標とした．小学校側とアウトリーチ活動の時期や内容について相談を行い，

平成２８年度中に２回目のアウトリーチ活動を行うことを目標とした．また平成２７年度に引き

続き，各種のイベントへ参加してアウトリーチ活動を行うことを目標とした． 

 

【実装活動内容の概要（平成２８年度）】 

（１）観測水田区画の決定と観測装置の設置 

平成２７年度に選定した実装対象農家において，引き続き実装活動を行った．実装対象農家が

実際に耕作している水田圃場の中から，平成２７年度に実装区と対照区の候補を選定したが，平

成２８年灌漑期に，それらの候補のうち下記の水田区画を選定した．なるべく事務所から遠く，

実装の効果が表れると予想される水田区画を選定した．また，複数の圃場が近接している場合に

は，ひと固まりのクラスターを構成している圃場すべての情報を得られるよう，ひと固まりの圃

場すべてを実装区として選定した［第１のＰ］． 

〇実装区 計１６区画 

 弓田地区の江川左岸の一群の水田の中から４区画（以下，弓田地区と呼ぶ） 

 野田市内の利根川右岸の水田２区画（遠方に孤立した２区画）（以下，野田地区と呼ぶ） 
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 中妻地区の国道２９４号線脇の水田１区画（遠方に孤立した１区画）（以下，中妻地区と呼ぶ） 

 豊岡町の一群の水田９区画（以下，豊岡地区と呼ぶ） 

〇対照区 計４区画 

 石下地区の水田３区画（遠方に孤立した３区画）（以下，石下地区と呼ぶ）の中から１区画 

 中根地区（延命寺の周り）の水田３区画（以下，中根地区と呼ぶ） 

図３に平成２８年灌漑期に選定した実装区および対照区の位置を，事務所の位置と合わせて示す． 

 
 

実装区の各区に，平成２７年度中に選定した水位計，記録計，ソーラーパネルを設置した．ま

た，ＦＲを，弓田地区と中妻地区にそれぞれ１台，野田地区と豊岡地区にそれぞれ２台設置した．

野田地区の２区画に対してはそれぞれＦＲを１台ずつ，中妻地区の１区画に対してＦＲを１台設

置した．弓田地区の４区画に対してＦＲを１台設置した．豊岡地区については，水海道有料道路

の北側の７区画に対してＦＲを１台，南側の２区画に対してＦＲを１台設置した［第１のＤ］． 

対照区の各区に，平成２７年度中に選定した水位計を設置した［第１のＤ］． 

実装対象農家に田植えの進捗状況を逐次打診し，田植えが終わった水田から順に観測装置の設

置を５月２日（月），６月９日（木），６月２０日（月），７月７日（木），７月１１日（月），７月

２８日（木）の６回に亘って行った［第１のＤ］． 

 

（２）湛水深の測定と観測データの解析 

平成２８年灌漑期に，実装区の圃場に実際に作付けし，各区画の湛水深の経時変化の１０分間

隔での実測データを得た．また，対照区の圃場に実際に作付けし，各区画の湛水深の経時変化の

１０分間隔での実測データを得た［第１のＤ］． 

得られた実測データと実装対象農家への聞き取り調査の結果をもとに，各区画での用水管理の

実態を把握した［第１のＣ］． 

一例として，中妻地区での湛水深の観測結果を，アメダス坂東での時間降水量とともに，図４

に示す．この区画では５月２６日に田植えが行われ，湛水深の観測は６月９日から開始された．

営農記録によると６月１７日から７月４日までの１８日間に７回圃場が訪問され，この時期には

見回りの頻度が高かったことが把握された．６月２３日には畦畔に穴が発見された．前日の６月

２２日に見回った際には湛水が無くなっていたため給水を行っていたが，湛水深の変化をみると

この穴は６月２１日には開いていたものと思われ，６月２２日の給水は無駄だったと思われる．

また，７月４日には区画の１か所のコーナーに畔シートを張る補修を行っていたが，７月１日か

図３ 平成２８年灌漑期に観測器を設置した水田圃場 

弓田 

石下 

中妻 中根 

野田 

豊岡 
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らの湛水深の低下はこの部分からの水漏れによるものと思われる．聞き取り調査によると今灌漑

期には耕作者は湛水深の遠隔監視システムを利用していなかったが，湛水深を遠隔監視すること

により，上記のような作業を遅滞なく効率的に行ったり，他の作業との調整を行ったりすること

ができ，稲への水分ストレスの軽減や耕作者の労力削減を図ることができると思われる． 

一方，湛水深の変動が降水の変動と一致していない箇所が多く見られた．この区画とアメダス

坂東とは直線距離で約９．５ｋｍ離れているが，降水の平面分布が無視できないものと思われる．

今後は他の降水量観測点を加味して各圃場での地点降水量の推定を行う必要があると思われる．

また，晴天時に湛水深が複雑な変動をしている箇所があり，気象観測データからの蒸発散量の推

定値を加味したさらなる解析が必要である． 

灌漑期終了時点までに，実装区および対照区において，水田湛水深の実測データがそれぞれ複

数の水田区画で得られたことにより，第１のマイルストーンのひとつが達成された． 

 

 
 

 

（３）ハード類の性能試験 

ハード類の実地での性能については，設置当初，豊岡地区の水海道有料道路の北側において，

最東端の圃場からの Bluetoothの送信がＦＲへ届かなかった．そこで，ＦＲにアンテナを増設し，

これによって通信が可能となった．この圃場とＦＲとの距離は２７４ｍであり，見通しの良い水

田地帯でも直線距離で２７０ｍ程度以上離れると，本システムの通信の安定性が低下することが

把握された［第１のＣ］． 

 

（４）ソフトウエアの開発と改良 

（株）イマジックデザインより提供された実装対象農家の圃場を組み込んだソフトウエアのプ

ロトタイプについて，６月２７日（月）に打合せを行い，全体構成からインターフェイスの細か

い表示法まで含めて，改良が必要な点を議論し，リストアップした． 

その後，８月２日（火）に再度打合せを行い，さらに改良が必要な点を議論してインターフェ

イスの案を決定した．実装対象農家の意見を取り入れ，ログイン直後の最初の画面で，１６区画

の実装区の概況が一目でわかるようにした．これを，パスワードを設定した上で，Ｗｅｂ上から

利用できるようにした．図５に，ログイン直後の最初の画面の例を示す．ただし，図５では，弓

田地区の１区画と豊岡地区の２区画を除く１３区画の概況が表示されている．画面上の正方形の

タイル１つが１つの区画を示し，左側に湛水深の現況がグラフで表示され，右側の矢印で直近の

湛水深の増減の状況を示す（ただし，図５は非灌漑期の状態であるため，湛水は無く，湛水深の

増減も一定と示されている）．各タイルをクリックするとそれぞれの区画の詳細情報が示される．

詳細情報画面では，上段に湛水深の変動のグラフが表示され，ＦＲが設置してある区画では下段

に１日１回撮影した圃場の画像が表示される．左欄には，他の区画を含めて湛水深データが数値

で示される． 

追肥 畦畔除草 穴 

図４ 中妻地区の実装区における湛水深の変化 

 ：営農記録に記された作業 

 

畔シート 
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実装対象農家の事務所へ大型モニターを設置し，８月１２日（金）にソフトウエアの説明会を

行った． 

 

（５）水管理労力の測定 

水管理に関わる実装対象農家の動線を記録するため，Mobile Action Technology社製のＧＰＳ

ロガーi-gotU GT600 を調達し，日々の見回りの際に携帯することを実装対象農家に依頼した．実

装対象農家へＧＰＳロガーを計６台貸与したが，貸与時期が遅かったため水田水管理作業にほと

んど携行されることが無く，営農活動状況についての有用なデータを得るには至らなかった．  

実装対象農家より，平成２８年作の営農日誌を入手した［第１のＤ］．  

第１のマイルストーンとしていたＧＰＳロガーによる見回り状況の実測データは，十分には得

られなかった．そこで，水田湛水深の増減やその経時変化の速度を詳細に検討することにより，

給水栓の開閉時刻を推定する方針とした． 

１２月１７日（土）に，実装対象農家からの聞き取り調査を行い，今灌漑期の営農活動状況を

把握した．本システムの実装によって得られた余剰時間をどのように有効活用したかを聞き取っ

たが，今灌漑期には，本システムに頼らずに営農が行われており，余剰時間は意識されていなか

った［第１のＣ］．  

 

（６）ＵＡＶの利活用 

ＵＡＶで取得した画像から水田の湛水深を読み取る手法を

検討した．ドローンから水深を計測するための「水田湛水深

スケール」を考案し，これを水中に設置して撮影した画像を

解析する実証実験を行って，得られる湛水深の精度を検証し

て実装に資することを目的とした． 

湛水深は通常水深センサーによって計測されるが，水深セ

ンサーを数多くの圃場に設置することはコストの面から不利

である．一方，本研究で考案する水田湛水深スケールは，プ

ラスチック製の板を想定しているため安価で，数多くの圃場

に設置することが現実的となる．水田湛水深スケールの目盛

りを読みとることにより水深が計測されるが，多くの大規模

稲作農家の耕作圃場は広範囲に分散しているので，人が巡回

することによる計測ではなく，ドローンによる視認が効率的

図５ 「農業水利情報サービス提供システム」のログイン直後の画面 

図６ 斜め目盛りの水田湛

水深スケール 
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である． 

平成２８年度には，判別がつきやすいスケールの色，目盛りの形状を探るために，目盛りを直

列にしたもの，市松模様配列にしたものなどさまざまなパターンを考案し，室内実験によって，

様々な高度からの目盛りの読み取り精度を検証した．色のパターンについては，図６に示す通り，

色の組み合わせに補色を用い，水際線に対して斜めに目盛りを描くと，読み取りの精度が高くな

ることが検証された．この方法により，約１０ｍの高度から，３．５ｍｍの精度で湛水深を計測

することが可能であった．ただし，光の反射などで目盛りが読みにくい場合があることがわかっ

た． 

ＵＡＶによる水田区画群の画像の利便性を，実装対象農家への聞き取り調査により検証した． 

 

（７）湛水深データの相互運用性についての検討（国際標準 Web Service による水位データの相

互運用性の確保） 

フィールドセンサーデータの標準化案が総務省によって進められているが，データの交換に用

いられる Sensor Observation Service (ＳＯＳ)を，本プロジェクトでもシステムの構築に採用

するべく，検討を行った．本プロジェクトでは Listen Field 社が提供する cloudSense フィール

ドセンサーネット基盤を利用した．cloudSense は，ＳＯＳによるフィールドセンサーのデータ提

供を含む他，実際のセンサーネットワークの運用に必要な機能を搭載しており，実運用が容易で

ある．また，センサーデータ投入に必要なＡＰＩ，ユーザーアクセス権限の設定，センサー稼働

状況の監視とアラート送出機能などが提供されている．平成２８年度に実装対象農家に設置した

全６台のＦＲを，cloudSenseに設定した（弓田地区と中妻地区にそれぞれ１台，野田地区と豊岡

地区にそれぞれ２台）．ＦＲ配下に設置されているすべての水位計のデータは個別のＦＲに配置さ

れ，ＳＯＳを通して各種のアプリケーションへ提供される． 

この設定により本プロジェクトにおける湛水深データは特定のアプリケーションからだけでは

なく，他のアプリケーションからも容易に利用できる，つまり相互運用性が確保されている状態

となっている． 

 

（８）実装活動の改善 

現地圃場での実測，本システムの状態の点検，実装対象農家への聞き取り調査の結果を踏まえ

［第１のＣ］，実装されて１灌漑期を経たシステムの，ハードウエア，ソフトウエアの改善を行っ

た［第１のＡ］．平成２８年灌漑期には，実装の効果を把握するための実測データが得られ，とり

あえずは第１のマイルストーンを達成できたものの，当初期待したとおりには達成できなかった．

この結果を踏まえて，うまくいかなかった点の原因を究明し［第１のＣ］，平成２９年灌漑期へ向

けて対策を検討した［第１のＡ］． 

 

（９）アウトリーチ活動およびその他の活動 

（９－１）水の週間中央行事 

８月１６日（火）に，東京国際フォーラムで開催された，「水のワークショップ・展示会」で，

「田んぼの水の恵み」と題したワークショップを行った．「水のワークショップ・展示会」は，水

循環政策本部，国土交通省，東京都，水の週間実行委員会が主催する水の週間中央行事の一つで

あり，平成２８年は「丸の内キッズジャンボリ－」への出展として開催された．平成２８年の「水

のワークショップ・展示会」へは１，２００名以上，「丸の内キッズジャンボリ－」全体へは延べ

約１１万２千人が参加した（「第４０回水の週間実施報告書」，水の週間実行委員会，平成２８年

１１月）． 

具体的には，実装責任者が所属する東京大学の水利環境工学研究室の大学院生が，出前授業の

形式でワークショップを行った．このワークショップには約５０名の小学生とその保護者が出席

した．子どもたちは，クイズを交えた出前授業で，田んぼに水を流す方法や，農業用水の歴史に

ついて学んだ．所々で行われた農業用水に関するクイズでは，問題に答えようと子どもたちは積

極的に手を上げていた．特に，「日本の農業用の水路の総延長はどれぐらいでしょう？」という問

題で，水路総延長が地球から月までの距離（約４０万 km）と知ると，子どもたちは皆，驚きの声

を上げていた．首都圏の子どもたちは普段農業用水に接することはほとんどないと思われるが，

このワークショップでの子どもたちからの反響は大きく，農業用水に関する知識を得る場として

効果的であったと思われる． 
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（９－２）印旛沼流域環境・体験フェア 

１０月２９日（土）に，佐倉ふるさと広場（千葉県佐倉市）で開催された，第１４回印旛沼流

域環境・体験フェアで，「農業水利情報サービス提供システム」についての展示を行うブースを出

展した．本フェアは，千葉県と印旛沼流域水循環健全化会議が主催し，毎年秋に開催される，印

旛沼をテーマとした最大のフェアである．平成２８年の参加者数は１０月２９日（土），３０日（日）

の２日間の合計で約３，０００人だった（主催者発表）．ブースへの来場者数は計数していないが，

１日でだいたい２０名くらいの来場者があった．他に，展示物を見ながらブースの前を通過する

人が多数あった．ブースを訪ねて下さった方はほとんど皆，農業水利情報の遠隔監視システムに

関心を示した． 

 

（９－３）アグリビジネス創出フェア 

１２月１４日（水）～１６日（金）に，東京ビッグサイト（東京都江東区）で開催された，ア

グリビジネス創出フェア２０１６で，「農業水利情報サービス提供システム」についての展示を行

うブースを出展した．本フェアは，農林水産省が主催する日本最大の農業関連ビジネスのフェア

である．平成２８年の参加者数は３日間の合計で３７，０１６人だった（農林水産省（主催者）

発表）．ブースへの来場者数は計数していないが，３日間の合計でだいたい３０名くらいの来場者

があった．他に，展示物を見ながらブースの前を通過する人が少しあった．ブースを訪ねて下さ

った方は，民間企業の農業関連部門の方や農業法人の経営者などが多かった．ほとんど皆，農業

水利情報の遠隔監視システムに大いに興味を示し，技術的な問題や，普及の可能性などについて

議論した． 

 

（９－４）坂東市立飯島小学校 

２月６日（月）に，実装対象農家の最寄りの坂東市立飯島小学校で，アウトリーチ活動を行っ

た．平成２７年度と同様に小学校５年生を対象とし，実装責任者が所属する東京大学の水利環境

工学研究室の大学院生が，出前授業と室内でできる水を用いた簡単なゲームを行った．小学校５

年生全８名と，校長先生，担任の先生，および実装対象農家である（有）アグリ山﨑の山﨑代表

が参加した． 

出前授業では，農業水利システムとその管理の現状を解説したり，農業用水の歴史について説

明したりした（図７）．その後，サイホンを用いてバケツからペットボトルへ水を移す速さを競う

ゲームを行った．所々で行われた農業用水に関するクイズでは，問題に答えようと子どもたちは

積極的に手を上げていた．後半のゲームは３チームに分かれて行ったが，白熱したゲームとなり，

子どもたちの要望を受けて３回戦まで繰り返した．子どもたちの反響は高く，農業用水に関する

知識を得たり，水の流れについて理解したりする場として，効果的だったと思われる． 

参加した子どもたちへ簡単なアンケートをお願いし，後日返送してもらったが，全員から，面

白かった，ためになった等の高い評価が得られた．また，校長先生からも厚い謝意が述べられ，

平成２９年度にも継続して実施す

ることとなった． 

 

（９－５）実装対象農家に対するシ

ステム説明会 

 ３月２日（木）に，（有）アグリ

山﨑の事務所で，従業員４名に対し

て本システムの説明会を行った．本

実装活動プロジェクトの目的，意義，

方法について説明し，「農業水利情

報サービス提供システム」の使い方

を，実際に画面を示しながら説明し

た．参加した従業員は非常に関心を

持って説明を聞き，質問や意見も出

された．今後の実装活動参画へのモ

ティベーション向上に，効果があっ

図７ アウトリーチ活動の状況（平成２８年度） 

（坂東市立飯島小学校（2017 年 2月 6日）） 
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たと思われる． 

 

（１０）政策提言 

 実装責任者は，農林水産省東海農政局と北陸農政局が担当する「次世代水利システム検討委員

会」に委員として参画した．委員会のメンバーは，農林水産省本省，東海農政局，北陸農政局，

県庁，大学，農研機構農村工学研究部門などである．本委員会では，平成２８年灌漑期から，東

海農政局管内の長良川用水地区にある経営面積１６０haの会社経営型の法人と，北陸農政局管内

の九頭竜川下流地区にある経営面積１０２haの集落営農組織を対象として，実際の水田に湛水深

センサー，遠隔操作式給水栓，従来のフロート式自動給水栓などを実装し，その効果についての

現地実証試験を行っている．実装責任者は，これらの現地実証試験を実地に視察するとともに，

現地実証試験の方法，結果の解釈，今後の方針などについて活発に発言を行った． 

 

（１１）活動記録 

年月日 項目 場所 出席者 

平成 28年 4月

23 日（土） 

機器設置に関する打

合せ 

（有）アグリ山﨑 飯田，山﨑，石井，利根 

平成 28年 4月

26 日（火） 

機器設置に関する打

合せ 

東京大学 水利環

境工学研究室 

飯田，（株）クロスアビリティ 

平成 28年 5月

2日（月） 

機器設置第１回 （有）アグリ山﨑

（弓田） 

飯田，木村，利根，伊藤 

平成 28年 6月

9日（木） 

機器設置第２回 （有）アグリ山﨑

（中妻，弓田（切

断分引き上げ）） 

飯田，利根，伊藤 

平成 28年 6月

20 日（月） 

機器設置第３回 （有）アグリ山﨑

（野田，豊岡北側） 

飯田，木村，利根，伊藤 

平成 28年 6月

27 日（月） 

ソフトウエアに関す

る打合せ 

東京大学 水利環

境工学研究室 

飯田，（株）イマジックデザイン 

平成 28年 7月

7日（木） 

機器設置第４回 （有）アグリ山﨑

（弓田（切断分再

設置），石下，） 

飯田，利根 

平成 28年 7月

11 日（月） 

機器設置第５回 （有）アグリ山﨑

（中根，豊岡南側） 

飯田，利根 

平成 28年 7月

28 日（木） 

機器設置第６回 （有）アグリ山﨑

（豊岡南側） 

伊藤 

平成 28年 8月

2日（火） 

ソフトウエアに関す

る打合せ 

東京大学 水利環

境工学研究室 

飯田，（株）イマジックデザイン 

平成 28年 8月

12 日（金） 

ソフトウエア説明，

ディスプレイ設置 

（有）アグリ山﨑 飯田，溝口，利根，（株）イマジッ

クデザイン 

平成 28年 8月

25 日（木）～

26（金） 

JST によるサイトビ

ジット 

（有）アグリ山﨑 飯田，木村，徳永，利根，（株）イ

マジックデザイン，（株）クロスア

ビリティ 

平成 28年 9月

23 日（金） 

機器回収 （有）アグリ山﨑

（石下，中妻，中

根，弓田，豊岡両

側） 

飯田，利根 

平成 28 年 12

月 9日（金） 

プロジェクト会議

（今灌漑期のまとめ

と今後の方針） 

東京大学 水利環

境工学研究室 

飯田，溝口，徳永，本多，木村，

利根  

平成 28 年 12

月 17日（土） 

聞き取り調査 （有）アグリ山﨑 飯田，利根 

平成 29年 3月 システム説明会 （有）アグリ山﨑 飯田，利根，山﨑，石井，（有）ア



 

 

16 

 

2日（木） グリ山﨑従業員２名 

平成 29年 3月

16 日（木） 

機器設置に関する打

合せ 

（有）アグリ山﨑 飯田，山﨑，石井，利根 

 

 

＊＊＊ 平成２９年度 ＊＊＊ 

【目標（平成２９年度）】 
平成２９年度には，平成２８年度に引き続き，既開発の研究開発成果である「農業水利情報サ

ービス提供システム」を，現地圃場に実装し，ＰＤＣＡサイクルの第２のＤ，Ｃ，Ａを行うこと

を目標とした．具体的には，平成２９年灌漑期に，実装対象農家が耕作する水田圃場から選定し

た実装区に「農業水利情報サービス提供システム」を実装して実装対象農家に使って頂く．実装

された本システムによる水田湛水深の連続観測データ，実装対象農家の営農記録および実装対象

農家からの聞き取り調査による情報を得る．これらのデータから，本システムの実装の効果を把

握する．また，２灌漑期にわたって実装した本システムについて，ハード面およびソフト面での

改良すべき点を検討し，改善を行う．さらに，本プロジェクトの終了にあたり，本実装活動と最

も関係の深い官庁である農林水産省農村振興局整備部水資源課と懇談を行い，政策提案を行うこ

とを目標とした．以上の実装活動により，平成２９年度には，２回目のＰＤＣＡサイクルのＤ，

Ｃ，Ａを達成し，実装活動の成果をもとに政策提案を行うことを目標とした． 

また，平成２９年度には，ドローンを用いた水田湛水深の測定へ向けて，ドローンからの視認

で０．５ｃｍ以上の分解能を持つ，安価な「水田湛水深スケール」を提案することを目標とした．

さらに，平成２８年度に引き続き平成２９年度にも，湛水深データの相互運用性についての検討

を継続することを目標とした． 

平成２９年度にも，これまでの２ヶ年に引き続き，実装対象農家の最寄りの小学校でアウトリ

ーチ活動を行うことを目標とした．小学校側とアウトリーチ活動の時期について相談を行い，平

成２９年度中に３回目のアウトリーチ活動を行うことを目標とした．またこれまでの２ヶ年に引

き続き，各種のイベントへ参加してアウトリーチ活動を行うことを目標とした． 

 

【実装活動内容の概要（平成２９年度）】 

（１） 観測水田区画の決定と観測装置の設置 

実装対象農家が実際に耕作している水田圃場の中から，平成２９年灌漑期に，下記の水田区画

を選定した．周辺農家や土地所有者の意向との兼ね合いや，設置場所となる畦畔の状態等につい

て，実装対象農家の担当者と灌漑期前までに十分に検討を行い，平成２８年度までに調達した観

測装置の台数も考慮して設置場所を選定した．平成２８年度の対照区をすべて平成２９年度の実

装区としたのに加え，新たに１４区画を実装区とした．逆に，基本的に平成２８年度の実装区を

平成２９年度の対照区としたが，弓田地区については事務所から近いこと，区画数が多いことな

どの理由により観測区画から除外し，新たに長谷地区の１区画を対照区とした［第２のＰ］． 

○実装区 計１８区画 

 石下地区の水田４区画（遠方に孤立した４区画） 

 中根地区（延命寺の周り）の水田３区画 

 古間木新田の水田２区画（遠方に孤立した２区画）（以下，古間木新田地区と呼ぶ） 

 大輪町の水田４区画（遠方に孤立した４区画）（以下，大輪町地区と呼ぶ） 

 山下地区の水田５区画（遠方に孤立した５区画）（以下，山下地区と呼ぶ） 

○対照区 計１３区画 

 野田市内の利根川右岸の水田２区画（遠方に孤立した２区画） 

 中妻地区の国道２９４号線脇の水田１区画（遠方に孤立した１区画） 

 豊岡町の一群の水田９区画 

 長谷地区の水田１区画（遠方に孤立した１区画）（以下，長谷地区と呼ぶ） 

図８に平成２９年灌漑期に選定した実装区および対照区の位置を，事務所の位置と合わせて示す． 

実装区の各区に，平成２７年度中に選定した水位計，記録計，ソーラーパネルを設置した．ま

た，ＦＲを，古間木新田地区に２台，大輪町地区に１台，石下地区に３台，中根地区に１台，山

下地区に１台設置した．石下地区の４区画のうち２区画に対してはそれぞれＦＲを１台ずつで残

りの２区画に対してＦＲを１台，中根地区の３区画に対してＦＲを１台，古間木新田地区の２区
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画に対してはそれぞれＦＲを１台ずつ，大輪町地区の４区画に対してＦＲを１台，山下地区の５

区画に対してＦＲを１台設置した［第２のＤ］． 

対照区の各区に，平成２７年度中に選定した水位計を設置した［第２のＤ］． 

実装対象農家に田植えの進捗状況を逐次打診し，田植えが終わった水田から順に観測装置の設

置を５月２日（火），５月１９日（金），５月２３日（火），５月３１日（水），６月１０日（土），

６月２３日（金），６月２６日（月），６月３０日（金），７月７日（金），７月２３日（日）の１

０回に亘って行った［第２のＤ］． 

 

（２）湛水深の測定と観測データの解析 

平成２９年灌漑期に，実装区および対照区の圃場に作付けし，改善された本システムによって

再度，各区画の湛水深の経時変化の実測データを得た．また，対照区の圃場に実際に作付けし，

各区画の湛水深の経時変化の実測データを得た［第２のＤ］． 

豊岡地区の水海道有料道路の南側の水田区画の脇（北緯３６度２分１３秒，東経１３９度５８

分０秒）に，新たに気象観測装置（降水量，風向風速，気温，日射量）を設置した．この地点と，

アメダス常総（北緯３６度６分４８秒，東経１３９度５８分４８秒），アメダス坂東（北緯３６度

２分６秒，東経１３９度５３分３６秒）とで，実装対象農家が耕作する水田の大部分を内部に含

む三角形が形成され，これらの３地点の降水量データから距離加重平均法によって各水田区画で

の降水量をより精密に算出する予定であったが，結果的にこの新たに設置した気象観測装置の観

測データの回収ができず，アメダス常総とアメダス坂東での降水量データから各区画での降水量

データを算出した． 

灌漑期終了時点までに，実装区および対照区において，水田湛水深の実測データおよび降水量

データを得た．得られた実測データをもとに，各区画での水管理の実態を解析した［第２のＣ］． 

 

（３）水管理労力の測定 

平成２９年５月１９日より，ＧＰＳロガー１０台を５台ずつに分けて充電とデータ回収を行い

つつ交代させて，実装対象農家に携帯して頂いた．予期せぬ電池切れやＧＰＳロガーの携帯忘れ

等により，実装対象農家の動線のすべてを確認することはできなかったが，確認できた期間につ

いて，得られたデータを解析に供した． 

また，圃場への訪問記録，灌漑期の給水栓操作や具体的に行った農作業を記すことのできる同

図８ 平成２９年灌漑期に観測器を設置した水田圃場 
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一フォーマットの営農記録用紙を作成し，平成２９年７月１６日より実装対象農家に営農状況を

記録して頂いた．７月１５日以前については，実装対象農家が独自に記録している作業日誌を参

照した．また，実装対象農家の水稲担当者からの聞き取り調査によって営農日誌，営農記録を補

足した［第２のＣ］． 

「農業水利情報サービス提供システム」では，ユーザーがアプリケーションで実装区の水田湛

水深や静止画像を確認した際に，サーバーに閲覧履歴が残る．サーバーへの閲覧履歴から実装対

象農家が本システムにアクセスした履歴をピックアップし，本システムの閲覧と水田水管理労力

との間の関係を解析した． 

さらに，圃場管理方法や水管理操作に関する意識，本システムの利用によって得られる余剰時

間の活用の可能性等について，実装対象農家へ聞き取り調査を行った． 

 

（４）観測データの解析 

（４－１）システム閲覧状況および圃場巡回状況 

平成２９年６月２３日～７月３１日における本システムの閲覧履歴と，営農記録とＧＰＳロガ

ーのデータから読み取った各地区への圃場巡回状況を，実装区については表１に，対照区につい

ては表２に示す．表１の観測システムを閲覧した時間帯の項では，３時～１０時に閲覧した場合

には朝，１０時～１５時に閲覧した場合には昼，１５時～３時に閲覧した場合には夜として，該

当する欄に丸印を記した．また，営農記録およびＧＰＳロガーのデータから，実装区，対照区の

各地区を巡回した日には丸印，時刻までわかる場合には巡回した時刻を記した． 

表１，表２に示された圃場巡回回数を見ると，６月２３日～７月３１日の期間に，実装区へは

平均８．６回，対照区へは平均４．５回巡回しており，当初の予想に反して，実装区の方が巡回

回数は多かった結果となった．遠隔監視によって湛水状況を把握した上で必要に応じて巡回を行

ったと考えると，遠隔監視によって圃場の状態が良く分かるがゆえにむしろ巡回頻度が高くなる

状況が生じていたことも推測される．また，平成２９年度に実装区として選定した圃場に，水が

漏れやすい，圃場までの配水系統が不安定である等，手間のかかる圃場が多かったことも推測さ

れる．これらの点については，さらに実装区，対照区の組み合わせを変えて引き続き観測を行う

ことにより，検討を継続する必要があると思われる． 
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表１ 実装区における閲覧記録および圃場巡回記録（平成２９年） 

朝 昼 夜 営農記録 GPS 営農記録 GPS 営農記録 GPS 営農記録 GPS 営農記録 GPS

6月23日 ○ ○ ○

6月24日 ○ ○ ○

6月25日 ○

6月26日 ○ 18:00 ○ 16:00

6月27日

6月28日 ○ ○ 12:00

6月29日 ○ ○ ○ 16:00 19:30

6月30日 ○ ○ 16:30 16:30

7月1日 6:30 ○ 14:30 ○ 16:00

7月2日

7月3日 ○ ○ 17:30

7月4日 ○ ○

7月5日 ○ ○ 16:30

7月6日 14:00 17:40 ○ 16:30

7月7日 ○ ○

7月8日 ○

7月9日

7月10日 ○ 16:00 16:00 14:30 15:00

7月11日 ○ 14:00 23:40 ○ 11:00

7月12日 18:00

7月13日 ○ ○ ○

7月14日 ○

7月15日 19:30 ○ 10:00

7月16日 18:30 19:30

7月17日

7月18日 ○ ○ ○ 16:30

7月19日 18:00 18:00 19:30

7月20日 ○ ○

7月21日 ○ ○ ○ 16:00 ○

7月22日 ○ ○ ○ 11:30 14:00

7月23日

7月24日 ○

7月25日 ○ 16時

7月26日 ○ ○

7月27日

7月28日 ○ 13:00 17:00

7月29日

7月30日 ○

7月31日

見回り回数 8 6 14 9 6

日付

観測システムを
閲覧した時間帯

実装区

古間木新田 大輪町 石下 山下 中根
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表２ 対照区における圃場巡回記録（平成２９年） 

営農記録 GPS 営農記録 GPS 営農記録 GPS 営農記録 GPS

6月23日
6月24日 ○
6月25日
6月26日 ○ 17:00 ○
6月27日
6月28日
6月29日 ○ 18:00
6月30日 ○ 17:30
7月1日 ○ 15:00 ○ 11:00 ○ 16:00
7月2日
7月3日
7月4日
7月5日
7月6日 17:30
7月7日 ○ ○ 9:00
7月8日 ○
7月9日

7月10日 ○ ○
7月11日
7月12日
7月13日
7月14日
7月15日 ○ 17:00
7月16日
7月17日
7月18日
7月19日
7月20日 ○ 16:00
7月21日 ○ 17:00
7月22日
7月23日
7月24日
7月25日
7月26日
7月27日
7月28日
7月29日
7月30日
7月31日
見回り回数 6 2 7 3

日付
対照区

中妻 野田 豊岡 長谷
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（４－２）湛水深変動と水管理行動 

 湛水深および降水量の変動と水管理行動との関係について，実装区における一例を図９に示す．

横軸下にある白抜き矢印が巡回を行った日時を表し，上方の両矢印が給水期間を表す． 

大きな降水のあった７月４日以前には，湛水深がほぼ５ｃｍで漸減しており，この間に２回の

巡回が確認され，営農記録にも水を入れるとの記述があった．この期間には，連続してほぼ減水

深と同じかそれ以上の給水を継続していたと思われる．７月４日の大きな降水イベント以後，湛

水深は徐々に低下し，再び約５ｃｍで安定したので，落水口敷高は当初より変わっていなかった

と思われる．７月１４日に巡回を行った直後から湛水深が低下したので，７月１４日の巡回時に

給水を止めたと思われる．７月１８日に湛水深が約１ｃｍまで低下したことを遠隔監視システム

によって把握し，給水を行ったことが観測データから確認された．７月１８日以降には巡回を行

っておらず，湛水深は約５ｃｍで一定であったことから，この間は再び連続的に給水を行ってい

たと考えられる． 

 

 
 

図１０に，対照区における湛水深および降水量の変動と水管理行動との関係の一例を示す．圃

場巡回は，７月１日と７月１０日の２回しか行われなかった．この区画は遠隔地に１区画だけ孤

立した区画であり，巡回労力が大きいため，巡回頻度が低かったものと思われる．湛水深が日変

動していることが特徴的であるが，これは圃場の給水栓は開けっ放しにしたままで，この地区へ

給水しているポンプ場が昼間のみ運転するためであることが，実装対象農家への聞き取り調査に

図９ 実装区での湛水深と時間降水量の変動と水管理行動の例（中根（道路沿い）） 

図１０ 対照区での湛水深と時間降水量の変動と水管理行動の例（長谷） 
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よって把握された．巡回労力が大きい圃場ではこのような労力節減の工夫が行われることがわか

るが，落水口からの不必要な排水量の増大を招いているものと思われる．７月４日の大きな降水

の直後から７月１０日の巡回までの５日間で湛水深が約１０ｃｍから約２ｃｍまで低下しており，

しかも７月７日，８日，９日には日中の湛水深の上昇が認められる．７月４日の大きな降水の直

後にはこの地区へ給水しているポンプ場は停止し，７月７日以降には運転を再開したと思われる

が，７月７日～１０日にも湛水深は低下を続けており，圃場から漏水が起こっていたものと思わ

れる．７月１０日の巡回により，この漏水に対する対策が取られ，湛水深は約５ｃｍで安定した． 

 

（４－３）実装区と対照区の比較 

 水田においては，ザリガニ，モグラなどの小動物による穴や，豪雨時の越流による畦畔の崩壊

などにより，湛水期間中に急激な湛水の流亡が起こる場合が多い．湛水の消失はイネの成長に悪

影響を及ぼし，最終的な収量や品質の低下をもたらすため，水田稲作農家はこれを強く懸念して

いる． 

本システムを実装した実装区では，実装対象農家は湛水深の変動を遠隔監視することができ，

湛水深の急激な減少が起こった場合には，対照区よりも迅速に対応したものと思われる．そこで，

本システム実装の効果を評価するためのひとつの指標として，湛水深の全観測データ数のうち湛

水が無くなった状況が観測されたデータ（湛水深０ｃｍ以下）の数の占める割合を，危険水位指

数と定義し，この値を各区画について算出した．ただし，中干しなど，実装対象農家が意識的に

落水した期間については，計算から除外した． 

図１１は，実装区と対照区とで，危険水位指数の平均値を比較したものである．図中のエラー

バーは標準誤差を表す．実装区と対照区とでの危険水位指数には有意な差があり，両者の平均値

の間には２倍以上の差があった．このことから，本システムの実装により，実装対象農家は実装

区では湛水深の減少をより早く察知し，対応していたことが示された． 

 

（５）ハード類の実地での性能の試験 

実装区へ実装した機器については，２灌漑期の間ほぼ問題無く作動し，湛水深と圃場の静止画

像の閲覧が可能であった．ＦＲについては，平成２９年３月の時点で以前から５灌漑期に亘って

使用された２機を，メーカーの推奨に従ってオーバーホールした．メーカーの点検により各種の

電子部品の劣化が判明して部品の交換を行い，オーバーホールの経費は１台あたり５万円だった．

したがって，実際に現地で使用する際には，５灌漑期に１回程度のオーバーホールの経費を見込

んでおく必要があることが明らかとなった． 

 

（６）ソフトウエアの開発と改良 

本システムの利用効率を高めるため，実装対象農家の事務所へ設置した大型モニターを，従業

員が普段ミーティングを行う農業機械の格納庫へ移設することを試みた．そのために，ルータを

１台追加して設置し，事務所まで来ているインターネット回線からこのルータを介することによ

り，格納庫での Wifi 環境を

整備した［第２のＤ］．しか

し，格納庫までの距離があ

るため通信が安定せず，格

納庫での大型モニターによ

る閲覧は現実的には無理で

あった．有線ケーブルによ

る通信も検討したが，格納

庫周辺は農業機械が頻繁に

通行するため有線ケーブル

の敷設も断念せざるを得な

かった．本システムに代表

されるＩＣＴを複数の従業

員のいる大規模経営体に実

装する際には，経営体敷地

内での Wifi環境の整備につ 図１１ 実装区と対照区とでの危険水位指数の平均値の比較 
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いても検討が必要であることが指摘された［第２のＣ］． 

今回実装された本システムではインターフェイスとして PC版とスマホ版を作成したため，実際

には，ミーティング時に大型モニターで閲覧する方法よりも，各自がスマホで閲覧する方法によ

り使用された． 

 

（７）ＵＡＶの利活用 

平成２８年度に引き続き，ＵＡＶで取得した画像から湛水深を読み取る手法を，様々な季節，

時刻を想定して，室内実験によって試験した［第２のＤ］． 

 平成２９年度に考案した「水田湛水深スケール」は，１ｃｍ幅のカラープラスチック

をプラスチックシートに斜めに張り合わせたものである．図１２に示すように，スケー

ルの色の組み合わせ，スケールの角度，ドローン高度を変えることによる，視認特性の

変化を調査した．目盛りが確認しやすいように目盛りの色は補色とし，いくつかの補色

の組を用いたスケールを製作した．またスケールを水面に対して垂直に立てるのではな

く，ドローンから目盛りが確認しやすいように斜めになるようにした．最適な角度を検

証するために，スケールの角度を変えられるよ

うにヒンジを取り付けた．さらに光の反射を防

ぐために周囲を黒色とした．これらは試行錯誤

の実験で得られた成果であるが，その結果水位

の読み取り精度を高くすることができた．実証

実験では，スケールの色をピンクと緑の補色の

組み合わせ，スケールの設置角度を水平に対し

て３９度，高度が５ｍのドローンから撮影した

場合，０．３ｃｍの湛水深測定精度が得られた．

この精度は，実用的に問題となる０．５ｃｍよ

りも高い測定精度であった［第２のＣ］． 

また，ドローンの操縦をマニュアルで行うの

ではなく，あらかじめ飛行コースを設定し，自

動で飛行するオートパイロットによる飛行を

実証した． 

ＵＡＶによる画像の利便性を，実装対象農家

への聞き取り調査により検証したところ，考案

した「水田湛水深スケール」はアナログでありかつ安価であることが良いとの評価を受

けた［第２のＣ］． 

 

（８）湛水深データの相互運用性についての検討 

総務省によって進められているフィールドセンサーデータの標準化の内容について検討し，デ

ータの交換に用いられる Sensor Observation Service (ＳＯＳ)を，本プロジェクトでもシステ

ムの構築に採用するべく，検討を進めた．フィールドを対象としたシステムにおけるセンサーデ

ータの記述と交換手順には Open Geospatial Consortium が規定するＳＯＳ(Sensor Observation 

Service)が有効であり，日本でも総務省より農業環境データの交換に関するガイドラインとして

示されている．本プロジェクトにおいてもＳＯＳを採用することとし，ＳＯＳ基本機能にさらに

社会実装では必ず必要になるユーザーごとのアクセス権限などの機能を装備するＳＯＳセンサー

基盤を ListenField 社より提供して頂き，接続とデータ投入を行った．観測項目名は総務省のガ

イドラインに準拠しさらに相互運用性を高めた． 

平成２９年度には，データの投入はオンライン観測を行なった実装区についてオンラインで行

い，オフライン観測を行なった対照区のうち良好な観測経過を示したものについて観測終了後に

データ投入をおこなった．ＳＯＳセンサー基盤は，問い合わせに対して標準，あるいは規定フォ

ーマットで応答する．データを要求する側は，センサーシステムがどのようにデータベースにデ

ータを保存しているかに関係なく，データと位置や観測単位などのメタデータを得ることができ

る．このような仕組みによって観測データの相互運用性を確保できることを確認し，多数，多種

類のセンサーのシステム間での連携に関する問題を解決することができた． 

図１２ 水田湛水深スケールの実証

試験の例 
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（９）実装活動の改善 

現地圃場での実測，本システムの状態の点検，実装対象農家への聞き取り調査の結果を踏まえ

［第２のＣ］，実装されて２灌漑期を経たシステムの，ハードウエア，ソフトウエアの改善を行っ

た［第２のＡ］．平成２９年灌漑期には，実装の効果を把握するための実測データが得られ，とり

あえずは第２のマイルストーンを達成できた．平成２８年度には，観測体制の整備の遅れのため

に，一部の区画（特に対照区）での湛水深の測定開始が田植えよりかなり遅れたり，ＧＰＳロガ

ーによる測定が遅れたりしたが，これらの反省点は平成２９年度には克服された．しかし，依然，

対照区での水位計の電池切れやＧＰＳロガーの不携帯などによる欠測があり，当初期待したとお

りには実測データが得られなかった場合があった．これらについて欠測が生じた原因を検討し，

今後改善すべき課題とした［第２のＣ］． 

前年度までに開発したソフトウエアを，実装対象農家の従業員に利用して頂き，全体構成から

インターフェイスの細かい表示法まで含めて，改良が必要な点をリストアップした．前述の通り

スマホ版が主として用いられたが，スマホ画面でのキータッチの利便性の向上が必要であること

が指摘された［第２のＣ］．これを受け，最初の立ち上がり画面でパスワードを入力する画面や各

圃場において閲覧時に使う各種ボタンなどを，大きく表示するよう改良し，屋外の現場における

スマホでの操作性を向上させた［第２のＡ］． 

 

（１０）アウトリーチ活動およびその他の活動 

（１０－１）水の週間中央行事 

８月１６日（水）に，東京国際フォーラムで開催された，「水のワークショップ・展示会」で，

「いのち育む農業用水」と題したワークショップを行った．「水のワークショップ・展示会」は水

の週間中央行事の一つであり，平成２９年も「丸の内キッズジャンボリ－」への出展として開催

された．平成２９年の「水のワークショップ・展示会」へは１，７００名以上，「丸の内キッズジ

ャンボリ－」全体へは延べ約１１万１千人が参加した（「第４１回水の週間実施報告書」，水の週

間実行委員会，平成２９年１１月）． 

具体的には，実装責任者が所属する東京大学の水利環境工学研究室の大学院生が，出前授業の

形式でワークショップを行った．このワークショップには約５０名の小学生とその保護者が出席

した．子どもたちは，クイズを交えた出前授業で，田んぼに水を流す方法や，農業用水の多面的

機能について学んだ．所々で行われた農業用水に関するクイズでは，問題に答えようと子どもた

ちは積極的に手を上げていた．首都圏の子どもたちは普段農業用水に接することはほとんどない

と思われるが，このワークショップでの子どもたちからの反響は強く，農業用水に関する知識を

得る場として効果的であったと思われる． 

 

（１０－２）坂東市立飯島小学校 

９月２６日（火）に，実装対象農家の最寄りの坂東市立飯島小学校で，アウトリーチ活動を行

った．平成２７，２８年度と同様に小学校５年生を対象とし，実装責任者が所属する東京大学の

水利環境工学研究室の大学生および大学院生が，出前授業と室内で出来る水を用いた簡単なゲー

ムを行った．小学校５年生全２０名と，校長先生，担任の先生，および実装対象農家である（有）

アグリ山﨑の山﨑代表が参加した． 

出前授業では，農業水利システムとその管理の現状を解説したり，農業水利の持つ多面的機能

について説明したりした．その後，サイホンを用いてバケツからペットボトルへ水を移す速さを

競うゲームを行った．所々で行われた農業用水に関するクイズでは，問題に答えようと子どもた

ちは積極的に手を上げていた．後半のゲームは５チームに分かれて行ったが，白熱したゲームと

なった．子どもたちの反響は高く，農業用水に関する知識を得たり，水の流れについて理解した

りする場として，効果的だったと思われる． 

参加した子どもたちへ簡単なアンケートをお願いし，後日返送してもらったが，全員から，面

白かった，ためになった等の高い評価が得られた．また，校長先生からも厚い謝意が述べられ，

次年度以降にも継続して実施してほしいとの要望を受けた． 

 

（１０－３）アグリビジネス創出フェア 

１０月４日（水）～６日（金）に，東京ビッグサイト（東京都江東区）で開催された，アグリ
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ビジネス創出フェア２０１７で，「農業水利情報サービス提供システム」についての展示を行うブ

ースを出展した．本フェアは，農林水産省が主催するフェアであり，平成２９年の参加者数は３

日間の合計で３８，１５７人だった（農林水産省（主催者）発表）．ブースへの来場者数は計数し

ていないが，３日間の合計でだいたい３０名くらいの来場者があった．他に，展示物を見ながら

ブースの前を通過する人が少しあった．ブースを訪ねて下さった方は，民間企業の農業関連部門

の方や農業法人の経営者などが多かった．ほとんど皆，農業水利情報の遠隔監視システムに大い

に興味を示し，技術的な問題や，普及の可能性などについて議論した．多くの方が，本システム

の普及を期待している様子を実感することができた． 

 

（１０－４）印旛沼流域環境・体験フェア 

１０月２８日（土）に，佐倉ふるさと広場（千葉県佐倉市）で開催された，第１５回印旛沼流

域環境・体験フェアで，「農業水利情報サービス提供システム」についての展示を行うブースを出

展した．本フェアは，例年２日間にわたって開催される，印旛沼をテーマとした最大のフェアで

あるが，平成２９年は２日目（１０月２９日（日））が台風のため中止となり，参加者数は１日間

で約８００人だった（主催者発表）．ブースへの来場者数は計数していないが，１日でだいたい２

０名くらいの来場者があった．他に，展示物を見ながらブースの前を通過する人が多数あった．

ブースを訪ねて下さった方はほとんど皆，農業水利情報の遠隔監視システムに関心を示した． 

 

（１１）政策提言 

（１１－１）次世代水利システム検討委員会 

 実装責任者は，平成２８年度に引き続き，農林水産省東海農政局と北陸農政局が担当する「次

世代水利システム検討委員会」に委員として参画した．本委員会では，平成２８年灌漑期から引

き続き，２つの地区において，実際の水田に湛水深センサー，遠隔操作式給水栓，従来のフロー

ト式自動給水栓などを実装してその効果の測定を試みている．実装責任者は，これらの現地実証

試験を実地に視察するとともに，現地実証試験の方法，結果の解釈，今後の方針などについて活

発に発言を行った． 

 

（１１－２）農業データ連携基盤整備に係る水管理ワーキンググループ 

 平成２９年度には，農林水産省農村振興局整備部水資源課が担当する「農業データ連携基盤整

備に係る水管理ワーキンググループ」に委員として参画した．このＷＧの趣旨は，「農業ＩＣＴの 

様々なデータをサービス事業者・農業者がフル活用し，データを基に新たなサービスが生まれる

環境づくりとして，様々なデータやサービスがつながる農業における「データ連携基盤」の整備

に向けた取組が進められることに伴い，水管理ＷＧを立ち上げ，農家の利水環境の向上に密接に

関係する土地改良区が管理する灌漑施設の配水システムを含めた関連分野の検討を行う．」である．

ＷＧのメンバーは，大学，土地改良事業団体連合会，民間会社８社，農業生産者，農研機構，農

林水産省農村振興局，同省大臣官房，同省農林水産技術会議事務局など多彩な顔ぶれであり，農

業におけるデータ連携基盤に係る取り組みに合わせ，データ連携基盤への対応，システムの統合

化のための共通化等について検討を行った．平成２９年度には，６月１２日（月），８月４日（金），

１０月２４日（火），１月３０日（火）に４回の会議が農林水産省で開催され，実装責任者は，積

極的に発言を行った．また，実装責任者は「農業データ連携基盤整備に係る水管理ＷＧ」の下に，

機動性を重視してより少人数で作られた「農業データ連携基盤整備に係る水管理検討グループ」

にも委員として参画し，活発に発言を行った． 

 

（１１－３） 

本実装活動の成果をとりまとめたものを踏まえ，平成３０年３月１９日（月）に，東京大学農

学部の水利環境工学研究室にて，農林水産省農村振興局整備部水資源課の課長補佐および技官と

の懇談を行い，政策提言を行った． 

 

（１２）活動記録 

年月日 項目 場所 出席者 

平成 29年 5月

2日（火） 

機器設置第１回 （有）アグリ山﨑 

（古間木新田） 

飯田，利根，伊藤 
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平成 29年 5月

9日（火） 

ソフトウエアに関

する打合せ 

東京大学 水利環境

工学研究室 

飯田，（株）イマジックデザイ

ン 

平成 29年 5月

19 日（金） 

機器設置第２回 （有）アグリ山﨑 

（大輪町） 

飯田，利根 

平成 29年 5月

23 日（火） 

機器設置第３回 （有）アグリ山﨑 

（大輪町，石下） 

飯田，利根，杉浦，伊藤 

平成 29年 5月

31 日（水） 

機器設置第４回 （有）アグリ山﨑 

（石下，中根，豊岡） 

飯田，利根，石川，伊藤 

平成 29年 6月

10 日（土） 

機器設置第５回 （有）アグリ山﨑 

（石下，山下） 

飯田，利根，伊藤 

平成 29年 6月

23 日（金） 

機器設置第６回 （有）アグリ山﨑 

（山下） 

飯田，利根 

平成 29年 6月

26 日（月） 

機器設置第７回 （有）アグリ山﨑 

（長谷） 

飯田，利根 

平成 29年 6月

30 日（金） 

機器設置第８回 （有）アグリ山﨑 

（豊岡） 

飯田，利根 

平成 29年 7月

7日（金） 

機器設置第９回 （有）アグリ山﨑 

（豊岡，中妻） 

飯田，利根 

平成 29年 7月

23 日（日） 

機器設置第１０回 （有）アグリ山﨑 

（豊岡気象観測器） 

飯田 

平成 29年 9月

26 日（火） 

聞き取り調査 （有）アグリ山﨑 飯田，木村，利根，杉浦，福田，

山﨑（正），石井 

平成 29 年 11

月 16日（木） 

機器回収 （有）アグリ山﨑 飯田，利根 

平成 29 年 12

月 29日（金） 

実装支援プロジェ

クト研究会議 

東京大学 水利環境

工学研究室 

飯田，木村，溝口，本多，徳永，

利根 

平成 30年 3月

19 日（月） 

農水省水資源課と

懇談 

東京大学 水利環境

工学研究室 

飯田，志田，他１名 
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３．実装活動の成果 

 
（１）目標達成及び実装状況 

 
 
（２）実装支援期間終了後の実装の自立的継続性 

本システムの実装による経営体規模での効果の定量的評価については，継続して調査および観

測を行う．実装対象農家からは了解を得ている．本プロジェクトによって「農業水利情報サービ

【実装支援期間終了時の目標（到達点）】 

 

これまでに実装責任者らによって開発

された「農業水利情報サービス提供シス

テム」を，実装対象農家へ実装し，本シ

ステムの実装による経営体規模での効

果を定量的に評価する． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本システムの利便性を向上させ実用化

へ近づけることを目指し，本システムの

ハード類の耐久性試験，ソフトの不備の

点検，ユーザーからのフィードバックを

踏まえての各種の改善を行う． 

 

 

 

実装による効果を定量的に評価した結

果を行政府に示して政策提案を行う． 

 

 

 

 

 

 

実装対象として選定した大規模稲作農

家の周辺で，アウトリーチ活動を行う． 

 

【実装状況】 

 

実装対象農家として，茨城県坂東市に事務所を置

く農業生産法人有限会社アグリ山﨑を選定した．

本実装対象農家は，５７ha の水田稲作の他，２

７ha の畑作（麦・大豆・休耕ローテーション）

を行っている大規模農業法人である．実装支援期

間中にある２回の灌漑期を有効に利用してＰＤ

ＣＡサイクルを２回転させ，実装対象農家におけ

る本システムの実装の効果を評価した．その結

果，実装対象農家が湛水深の低下を遠隔監視シス

テムによって把握して給水を行った事例が，観測

データから確認されたが，灌漑期を通しての圃場

の巡回回数は対照区に比べて実装区で減少して

はいなかった．しかし，実装区においては，実装

対象農家は湛水深の減少をより早く察知して対

応ができていたことが示された． 

 

本システムは灌漑期を通して安定して稼働し，現

地圃場に設置した水位計やフィールドルータな

どの機器の耐久性が確認されるとともに，現場で

の無線通信距離の上限が把握された．ＰＤＣＡサ

イクルを２回転させる間に，本システムのソフト

ウエアやインターフェイスについて，問題点を抽

出し，改善を行った． 

 

実装責任者は本プロジェクト実施期間中に，農林

水産省の「次世代型水利システム検討委員会」，

「農業データ連携基盤整備に係る水管理ＷＧ」な

どに委員として参画し，活発に発言を行った．本

プロジェクトの最終年度には，農林水産省農村振

興局整備部水資源課と懇談を行い，本プロジェク

トの成果を踏まえた政策提案を行った． 

 

実装対象農家の最寄りの小学校で出前授業を行

い，アウトリーチ活動を行った．また，「水のワ

ークショップ・展示会」で小学生向けのアウトリ

ーチ活動を行った．さらに，各種イベントでのブ

ース出展を行い，「農業水利情報サービス提供シ

ステム」のＰＲを行った． 
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ス提供システム」のハードウエアとソフトウエア，気象観測装置，各種の測定器などの必要器材

が整備されたので，少額の研究経費で自立的に継続して調査及び観測を行うことが可能となった． 

また，平成２９年度に富山県庁からの依頼を受け，富山県富山市にある水稲稲作を行っている

農業法人において，平成３０年度から同様のシステムを実装して，その効果の検証を行うことに

なっており，複数地区において実証試験を行う形へと発展している． 

本プロジェクトでは，センサーデータの相互運用性確保の問題についても検討を行った．現在，

農業用のＩＣＴシステムが多数マーケットに出現しており，センサーから得られる農業環境デー

タの相互運用性確保は喫緊の課題である．今後は，水田の湛水深のみならず，多数のフィールド

センサーデータを相互運用し，統合することにより，価値向上が生み出される時代となると予想

されるが，本プロジェクトでの成果はこの方向性に合致しており，実装の継続性があるものと思

われる． 

 

（３）実装支援期間終了後の実装の他地域への普及可能性 

平成３０年度の農林水産省予算では，農業農村整備事業（公共）の３つの主な内容の１つとし

て「担い手が活躍する強い農業基盤づくり（農業競争力強化対策）１１１，０２７百万円」が予

算化された．本施策では「担い手への農地集積や農業の高付加価値化を図るため，農地中間管理

機構との連携等により，農地の大区画化や汎用化・畑地化，畑地かんがい施設の整備等を実施し

ます．また，パイプライン化やＩＣＴ等の導入により，新たな農業水利システムを構築し，担い

手の多様な水利用や水管理の省力化を推進します．」とされている（平成３０年度農林水産予算の

概要【農村振興局】，http://www.maff.go.jp/j/nousin/soumu/yosan/attach/pdf/index-41.pdf，

p.45）．これは，本プロジェクトの方針と合致しており，本プロジェクトで行った政策提案も，農

林水産省のこのような政策立案にいくらかの影響を与えたものと思われる．今後，日本全国で，

新たな農業水利システムとして本システムに類似のシステムが国策の推進の一環として導入され

る可能性が高く，本プロジェクトの成果の他地域への普及可能性は非常に高いと思われる． 

 近年は，中国，インド，インドネシア，ベトナム，タイ，韓国といったモンスーンアジアの主

要な米生産国でも，農村部から都市への人口流出が大きな社会問題となっており，農村部での後

継者難と農業者の高齢化の問題も顕在化している．都市生活者を含めた人口を養うための持続的

な食料生産を行うために，少人数で大面積の水田を管理できる方法が必要となっている．一方で，

これらの国々でも携帯電話のサービス範囲は急激に拡大しており，有線の固定電話がまだ普及し

ていない地域でも先に携帯電話が普及する現象が起きている．つまり，農村部での無線通信によ

るデータ送信が可能になってきている．このような状況を鑑みると，本システムに対するニーズ

は，将来，他の米生産国でも大きくなる可能性は大きく，本システムの米生産国での普及可能性

は高いと思われる． 

また，ドローンによる水田湛水深測定についての検討では，「水田湛水深スケール」を開発した

が，これは一般的に普及が可能なものである．茨城県と石川県で行った農家への聞き取り調査で

も，「水田湛水深スケール」の評価は高く，本技術の他地域への普及可能性は高いと思われる． 

 

（４）実装活動の社会的副次成果 

実装対象農家である（有）アグリ山﨑で勤務していらっしゃる山﨑美穂氏は代表の山﨑正志氏

の後継者である．山﨑美穂氏は，地域の子供たちの食育などの地域活動，自社ブランド米の開発，

酒蔵とのタイアップ商品の開発などに取り組んでおられ，地域での農業生産の担い手として活躍

されている．本プロジェクトの実施期間中には，山﨑美穂氏からも機会を捉えて本実装活動を紹

介して頂いた． 

また，実装責任者が，本プロジェクト実施期間中に，農林水産省の「次世代型水利システム検

討委員会」，「農業データ連携基盤整備に係る水管理ＷＧ」などに委員として参画して活発に発言

を行ったことも，本実装活動の社会的副次成果であると思われる． 

さらに，本プロジェクトで行ったアウトリーチ活動や，実装責任者が本プロジェクト実施期間

中に行った講演などを通して，新たな農業水利システムのイメージを各所へＰＲできたことも本

実装活動の社会的副次成果であると考えられる． 

本システムと同様なシステムを災害分野へも応用できることが社会的に認識され，長岡におけ

る小水路の水位観測システムに採用された（日刊工業新聞，平成３０年４月６日（金））． 
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（５）人材育成 

 実装責任者が所属する研究室では，本課題を卒業論文研究として学部学生が担当した．また，

本プロジェクトで行ったアウトリーチ活動では，本研究室の学部学生および大学院生が大いに活

躍した．学生・院生は，本プロジェクトでの調査研究活動やアウトリーチ活動に主体的に参画す

る中で，農業水利についての知識や見分を広め，将来の新たな農業水利システムについて深く考

察する機会を得ることができた．また，本プロジェクトに参画した金沢工業大学，中部大学でも，

それぞれ学生・院生が本プロジェクトの一部を担当し，農業水利におけるＩＣＴ利活用について

の知識，経験を積んでそれぞれの進路へ進んだ．したがって，本プロジェクトが人材育成に果た

した役割は大きい． 

実装対象農家においては，若手の従業員が本プロジェクトに大いに関心を示し，実装活動に主

体的に参画した．これまでの経験と勘に頼っていた農業生産活動へＩＣＴを導入することにより，

収量を落とすことなく，労力削減や用水量削減をもたらすという発想は，若手の農業者に新鮮な

印象を与えたものと思われる．したがって，本プロジェクトは，地域における農業生産の担い手

の人材育成に貢献した． 

本プロジェクトで行ったアウトリーチ活動や，実装責任者が本プロジェクト実施期間中に行っ

た講演などを通して，小学生や一般市民に対して，農業水利の重要性や新たな農業水利システム

のイメージが伝えられた．これらの方々が，将来直接に農業生産活動に携わるわけではないが，

一般市民が食料や環境の問題に関心を持つきっかけを与えることができたと思われる． 

 

（６）実装活動で遭遇した問題とその解決策 

 本実装活動中には，様々な問題に遭遇した． 

 あらかじめ予想はしていたとは言え，やはり現場観測においては，予期せぬ測定器の

不具合や欠測が起こった．特に，耕作者の労力の測定には欠測が多いと思われた．そ

の対策として，ＧＰＳロガー，営農記録，湛水深変化，気象データ等を補完的に用い

て，耕作者の水管理行動を推定する方法をとった．しかし，この方法でも主観的な推

測が入り込む余地があり，今後，さらに測定方法を洗練することが必要であると思わ

れる． 

 各種のセンサー類により，短時間間隔で大量のデータを取得できることができるよう

になった．その一方で，データ解析の時間不足のため，じっくりとデータを見て解析

することができなかった嫌いがあった．今後は，大量のデータをシステマチックに解

析する方法の確立や，一部の区画を取り出して詳細な解析に供するといった工夫が必

要であると思われる． 

 当初，ＵＡＶで得た水田の湛水深の情報を，湛水深を水位計で測定する既開発の「農

業水利情報サービス提供システム」へ組み込むことを考えていたが，実装対象農家の

広域に分散した圃場の上空をＵＡＶで飛行することは，技術的にも法制的にもまだ不

可能であると思われた．そこで本プロジェクトでは，ＵＡＶで取得した情報のシステ

ムへの統合は断念し，ＵＡＶで湛水深の情報を取得するためのスケールの開発に絞っ

て検討を行った．ドローンの利活用を推進するために航空法は改定されているが，ド

ローンが飛行できない区域にある圃場では，現在のところ，ドローンから水位を計測

することはできない．しかしドローンは急速に進化をとげているため，オートパイロ

ットなどドローンの安全性が確保できるようになったらこの問題は解決されると思

われる．遠い将来においては，さらなる省力化のため，広域に分散した圃場の情報を

ＵＡＶで取得する時代が到来するものと予想されるが，その際にはＵＡＶで取得した

情報も利用できるようなシステムへとバージョンアップする必要があると思われる． 
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４．実装活動の組織体制  

 

 

 

 

 
 

 
  

東京大学 

機関の長 

東京大学総長 五神真 

代理人 農学部事務部長 

実装責任者 

大学院農学生命科学研究科 

准教授 飯田俊彰 

事務責任者 

農学部経理課 

主任 阿部宣 

実装担当者 

大学院農学生命科学研究科 

教授 溝口勝 

実装担当者 

大学院農学生命科学研究科 

助教 木村匡臣 

実装担当者 

（ＵＡＶ担当） 

金沢工業大学 

教授 徳永光晴 

実装担当者 

（＊データハンドリング担当） 

中部大学 

教授 本多潔 

実装担当者 

（現地担当） 

（有）アグリ山﨑 

代表 山﨑正志 

※事務責任者（東京大学農学部経理課主任）は，人事異動により，

片岡一夫氏から阿部宣氏に交代した． 
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５．実装成果の発表・発信状況，アウトリーチ活動等 

（１）展示会への出展等 

年月日 名称 場所 概要 ステークホルダー 社会的インパクト 

平成 27年

10 月 24

日（土） 

第 13 回

印 旛 沼

流 域 環

境・体験

フェア 

佐倉ふる

さと広場

（千葉県

佐倉市） 

「農業水利情報サービ

ス提供システム」につ

いての展示を行った．

平成 27年の参加者数は

2日間の合計で5,300人

だった（主催者発表）． 

地元市民，営農

者，印旛沼関連の

機関・団体（農林

水産省，国土交通

省，千葉県，流域

内市町村，大学，

研究所，高等学

校，NPO，市民団

体など） 

千葉県と印旛沼

流域水循環健全

化会議が主催し，

毎年秋に開催さ

れる，印旛沼をテ

ーマとした最大

のフェアである．  

平成 27年

11 月 18

日（水）

～ 20 日

（金） 

ア グ リ

ビ ジ ネ

ス 創 出

フ ェ ア

2015 

東京ビッ

グサイト

（東京都

江東区） 

「農業水利情報サービ

ス提供システム」につ

いての展示を行った．

平成 27年の参加者数は

3 日間の合計で 34,860

人だった（農林水産省

（主催者）発表）． 

民間企業，営農

者，農林水産省，

各県，大学，研究

所，JAなど 

農林水産省が主

催する日本最大

の農業関連ビジ

ネスのフェアで

ある．  

平成 28年

10 月 29

日（土） 

第 14 回

印 旛 沼

流 域 環

境・体験

フェア 

佐倉ふる

さと広場

（千葉県

佐倉市） 

「農業水利情報サービ

ス提供システム」につ

いての展示を行った．

平成 28年の参加者数は

2日間の合計で約 3,000

人だった（主催者発

表）． 

地元市民，営農

者，印旛沼関連の

機関・団体（農林

水産省，国土交通

省，千葉県，流域

内市町村，大学，

研究所，高等学

校，NPO，市民団

体など） 

千葉県と印旛沼

流域水循環健全

化会議が主催し，

毎年秋に開催さ

れる，印旛沼をテ

ーマとした最大

のフェアである．  

平成 28年

12 月 14

日（水）

～ 16 日

（金） 

ア グ リ

ビ ジ ネ

ス 創 出

フ ェ ア

2016 

東京ビッ

グサイト

（東京都

江東区） 

「農業水利情報サービ

ス提供システム」につ

いての展示を行った．

平成 28年の参加者数は

3 日間の合計で 37,016

人だった（農林水産省

（主催者）発表）． 

民間企業，営農

者，農林水産省，

各県，大学，研究

所，JAなど 

農林水産省が主

催する日本最大

の農業関連ビジ

ネスのフェアで

ある．  

平成 29年

10 月 4 日

（水）～6

日（金） 

ア グ リ

ビ ジ ネ

ス 創 出

フ ェ ア

2017 

東京ビッ

グサイト

（東京都

江東区） 

「農業水利情報サービ

ス提供システム」につい

ての展示を行った．平成

29 年の参加者数は 3 日

間の合計で 38,157 人だ

った（農林水産省（主催

者）発表）． 

民間企業，営農

者，農林水産省，

各県，大学，研究

所，JAなど 

農林水産省が主

催する日本最大

の農業関連ビジ

ネスのフェアで

ある．  

平成 29年

10 月 28

日（土） 

第 15 回

印 旛 沼

流 域 環

境・体験

フェア 

佐倉ふる

さと広場

（千葉県

佐倉市） 

「農業水利情報サービ

ス提供システム」につい

ての展示を行った．平成

29 年は 2 日目（29 日

（日））が台風のため中

止となり，参加者数は 1

日間で約 800 人だった

（主催者発表）． 

地元市民，営農

者，印旛沼関連の

機関・団体（農林

水産省，国土交通

省，千葉県，流域

内市町村，大学，

研究所，高等学

校，NPO，市民団

体など） 

千葉県と印旛沼

流域水循環健全

化会議が主催し，

毎年秋に開催さ

れる，印旛沼をテ

ーマとした最大

のフェアである．  
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（２）研修会，講習会，観察会，懇談会，シンポジウム等 

年月日 名称 場所 概要 
ステークホ

ルダー 
社会的インパクト 

平成 28年

1 月 28 日

（木） 

農業水利

に関する

出前授業 

茨城県坂

東市立飯

島小学校 

小学校 5年生を対象と

し，農業水利を専攻す

る大学生が講師とな

り，クイズなどを取り

入れた参加型の出前

授業と，児童全員が参

加するゲームを行っ

た．小学校 5 年生 17

名と保護者，校長，担

任教員が参加した． 

坂東市立

飯島小学

校の小学

5年生，保

護者，小

学校教員 

子どもたちの反響は高

く，農業用水に関する知

識を得たり，水の流れに

ついて理解したりする場

として，効果的だったと

思われる．参加した子ど

もたちへのアンケートで

は，全員から，面白かっ

た，ためになった等の高

い評価が得られた．また，

校長先生からも厚い謝意

が述べられ，平成 28年度

にも継続して実施するこ

ととなった． 

平成 28年

7 月 6 日

（水） 

農業水利

に関する

出前授業 

静岡県島

田市立六

合東小学

校 

小学校 5年生を対象と

し，農業水利を専攻す

る大学生が講師とな

り，農業水利に関して

の，クイズなどを取り

入れた参加型の出前

授業と，児童全員が参

加するマスゲームを

行った．小学校 5年生

約 80名と校長，教員，

地元の町内会役員，土

地改良区職員が参加

した． 

島田市立

六合東小

学校の小

学 5年生，

小学校教

員，地元

の町内会

役員，土

地改良区

職員 

大井川土地改良区と当研

究室が提携して毎年行っ

ている．子どもたちの反

響は高く，農業用水に関

する知識を得たり，水の

流れについて理解したり

する場として，効果的だ

ったと思われる．参加し

た子どもたちへのアンケ

ートでは，全員から高い

評価が得られた． 

平成 28年 

8 月 16 日

（火） 

水の週間

中央行事

「水のワ

ークショ

ップ・展

示会」 

東京国際

フォーラ

ム 

小学生を対象とし，農

業水利を専攻する大

学生が講師となり，ク

イズなどを取り入れ

た参加型の出前授業

を行った．「水のワー

クショップ・展示会」

へは1,200名以上，「丸

の内キッズジャンボ

リ－」全体へは延べ約

11 万 2 千人が参加し

た（「第 40回水の週間

実施報告書」，水の週

間実行委員会，平成 28

年 11月）． 

小学生と

その保護

者 

水循環政策本部，国土交

通省，東京都，水の週間

実行委員会が主催する水

の週間中央行事の一つと

して，「水のワークショッ

プ・展示会」が毎年開催

され，平成 28年には「丸

の内キッズジャンボリ

－」への出展として実施

された．その中で「田ん

ぼの水の恵み」と題した

ワークショップに参画し

た． 

 

平成 29年 

2 月 6 日

（月） 

農業水利

に関する

出前授業 

茨城県坂

東市立飯

島小学校 

小学校 5年生を対象と

し，農業水利を専攻す

る大学生が講師とな

り，クイズなどを取り

入れた参加型の出前

授業と，児童全員が参

坂東市立

飯島小学

校の小学

5年生，小

学校教員 

子どもたちの反響は高

く，農業用水に関する知

識を得たり，水の流れに

ついて理解したりする場

として，効果的だったと

思われる．参加した子ど
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加するゲームを行っ

た．小学校 5年生 9名

と校長，教員，実装対

象農家が参加した． 

もたちへのアンケートで

は，全員から高い評価が

得られた．また，校長先

生からも厚い謝意が述べ

られ，平成 29年度にも継

続して実施することとな

った． 

平成 29年 

3 月 2 日

（木） 

農業水利

情報サー

ビス提供

システム

説明会 

（有）アグ

リ山﨑事

務所 

本実装活動の目的と

「農業水利情報サー

ビス提供システム」の

使い方について説明

を行い，実装活動への

協力を依頼した．実装

対象農家である，（有）

アグリ山﨑の4名の従

業員が参加した． 

（有）アグ

リ山﨑従

業員 

きたる平成29年の灌漑期

へ向けて，実装活動への

協力に対して理解を得

た． 

平成 29年

7 月 12 日

（水） 

農業水利

に関する

出前授業 

静岡県島

田市立六

合東小学

校 

小学校 5年生を対象と

し，農業水利を専攻す

る大学生が講師とな

り，農業水利に関して

の，クイズなどを取り

入れた参加型の出前

授業と，児童全員が参

加するマスゲームを

行った．小学校 5年生

約 80名と校長，教員，

地元の町内会役員，土

地改良区職員が参加

した． 

島田市立

六合東小

学校の小

学 5年生，

小学校教

員，地元

の町内会

役員，土

地改良区

職員 

大井川土地改良区と当研

究室が提携して毎年行っ

ている．子どもたちの反

響は高く，農業用水に関

する知識を得たり，水の

流れについて理解したり

する場として，効果的だ

ったと思われる．参加し

た子どもたちへのアンケ

ートでは，全員から高い

評価が得られた． 

平成 29年

8 月 16 日

（水） 

水の週間

中央行事

「水のワ

ークショ

ップ・展

示会」 

東京国際

フォーラ

ム 

小学生を対象とし，農

業水利を専攻する大

学生が講師となり，ク

イズなどを取り入れ

た参加型の出前授業

を行った．「水のワー

クショップ・展示会」

へは1,700名以上，「丸

の内キッズジャンボ

リ－」全体へは延べ約

11 万 1 千人が参加し

た（「第 41回水の週間

実施報告書」，水の週

間実行委員会，平成 29

年 11月）． 

小学生と

その保護

者 

水循環政策本部，国土交

通省，東京都，水の週間

実行委員会が主催する水

の週間中央行事の一つと

して，「水のワークショッ

プ・展示会」が毎年開催

され，平成 29年には「丸

の内キッズジャンボリ

－」への出展として実施

された．その中で「いの

ち育む農業用水」と題し

たワークショップに参画

した．  

平成 29年

9 月 26 日

（火） 

農業水利

に関する

出前授業 

茨城県坂

東市立飯

島小学校 

小学校 5年生を対象と

し，農業水利を専攻す

る大学生が講師とな

り，クイズなどを取り

入れた参加型の出前

授業と，児童全員が参

加するゲームを行っ

た．小学校 5 年生 20

坂東市立

飯島小学

校の小学

5年生，小

学校教員 

 

子どもたちの反響は高

く，農業用水に関する知

識を得たり，水の流れに

ついて理解したりする場

として，効果的だったと

思われる．参加した子ど

もたちへのアンケートで

は，全員から高い評価が



 

 

34 

 

名と校長，教員，地元

農家が参加した． 

得られた．また，校長先

生からも厚い謝意が述べ

られ，次年度にも継続し

て実施することとなっ

た． 

平成 30年

3月 7日

（水） 

KIT 地域

連携＆産

学連携マ

ッチング

交 流 会

2017 

金沢工業

大学 

「ドローンを活用し

た水位計測と稲の生

育状況の把握におけ

る圃場管理の提案」を

紹介した．参加者は約

200名であった． 

北陸の企

業，大学，

官庁 

ドローンを用いた新しい

水田湛水深の測定法の，

地域の産業界や地方自治

体へのＰＲに効果的だっ

たと思われる． 

 
 

（３）書籍，ＤＶＤ 

無し 

 

（４）ウェブサイトによる情報公開 

サイト名：東京大学大学院農学生命科学研究科生物・環境工学専攻 水利環境工学研究室 

URL：http://www.suiri.en.a.u-tokyo.ac.jp/link_ss.html 

概要：Web 上で農業水利情報サービスに関する情報（ポスター，水管理アプリケーションの

ダウンロード先 URL，アプリケーションの説明書等）を公開している． 

 

（５）学会以外のシンポジウム等への招聘講演実施等 

・招聘講演 

 

名称： 平成 27 年度 農業土木技術研究会 研修会 

演題： ICTの利活用による近代的農業水利サービスの提供 

年月日： 平成 28 年 1月 26日（火） 

場所： 内幸町ホール 

講演者： 飯田俊彰 

概要： 農業土木関連の民間企業，農林水産省，各県，土地改良区などの職員，営農者などが

出席した．定員 180名の会場が，ほぼ満席だった．土地改良事業に携わる技術者への，

新たな農業水利システムのイメージのＰＲに効果的だったと思われる． 

 

名称： 平成 28 年度 利根川水系農業水利協議会 勉強会「次世代型農業水利について」 

演題： 農業水利における ICT 利活用の現状と展望（飯田俊彰） 

 システムのデモンストレーション（溝口勝） 

年月日： 平成 29 年 2月 17日（金） 

場所： 関東農政局（さいたま新都心合同庁舎 2号館 5階，共用中会議室 503） 

講演者： 飯田俊彰，溝口勝 

概要： 利根川水系農業水利協議会は，利根川水系における水利情報の収集及び提供を行い， 

渇水時の対策など，農業水利に関する諸問題を検討，協議するとともに 農業水利に対

する国民の理解を得ることを目的として平成 10年 4月に設立された会である．今回の

勉強会には 70名が出席した．農業水利事業に携わる人たちへの，新たな農業水利シス

テムのイメージのＰＲに効果的だったと思われる． 

 

名称： 平成 29 年度 全国土地改良施設管理事業推進協議会 農業水利施設に関する「多面的

研究会」 

演題： 農業水利での ICT 利活用の現状と展望 

年月日： 平成 29 年 6月 27日（火） 

場所： 砂防会館シェーンバッハ砂防１階「利根」 

講演者： 飯田俊彰 

http://www.suiri.en.a.u-tokyo.ac.jp/link_ss.html
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概要： 農業土木関連の民間企業，農林水産省，各県，土地改良区などの職員，営農者などが

出席した．土地改良事業に携わる技術者への，新たな農業水利システムのイメージの

ＰＲに効果的だったと思われる．  

 

名称： UGSAS-GU & Thuyloi University-The 5th International Workshop -Recent Progress 

in Agriculture and Water 

演題： Recent water management technology of rice cultivation in Japan and our future 

research needs 

年月日： 平成 29 年 11 月 11 日（土）（Nov. 11, 2017） 

場所： Thuyloi University, Hanoi, Vietnam 

講演者： 飯田俊彰（Toshiaki Iida） 

概要： 岐阜大学大学院連合農学研究科と Thuyloi University （2013 年以前の名称は Water 

Resources University）との間で行われている国際ワークショップにおいて，Keynote 

speech として水田灌漑での近年のテクノロジーについて述べた．ベトナムと日本の両

国の水資源関係の若手研究者への，農業水利における最新の技術についてのＰＲに効

果的だったと思われる． 

 

名称： 北陸情報通信協議会イノベーション部会 

演題： 白山市 IoT推進ラボと KIT空間情報プロジェクトの取り組み 

年月日： 平成 29 年 11月 22日（水） 

場所： 北陸総合通信局 

講演者： 徳永光晴 

概要： 金沢工業大学（ＫＩＴ）での空間情報プロジェクトの取り組みの一環として，ドロー

ンを用いた新しい水田湛水深の測定法を紹介した．地域の産業界や地方自治体への農

業でのドローン利用のＰＲに効果的だったと思われる． 

 

名称： The seminar on sustainable solution for water resources management in Mekong Delta 

演題： Advanced ICT for water management of rice cultivation in Japan and our future 

research needs 

年月日： 平成 30 年 1月 4日（木）（Jan. 4, 2018） 

場所： Thuyloi University 2nd Base, Ho Chi Minh City, Vietnam 

講演者： 飯田俊彰（Toshiaki Iida） 

概要： Thuyloi University の第２キャンパスで開催されたセミナーで，講演を行った．内容

的には平成 29 年 11 月 11 日（土）に第１キャンパスで行った Keynote speech とほ

ぼ同じであるが，ベトナムと日本の両国の水利関係の若手研究者への，農業水利にお

ける最新の技術についての PRに効果的だったと思われる． 

 

（６）論文発表（国内誌  ４ 件・国際誌  １ 件） 

1） 木村匡臣，飯田俊彰，岡島賢治，山岡和純，杉浦未希子：大学生による農業水利分野の環境

教育と社会への発信活動．水土の知（農業農村工学会誌），83(11)，913-916 (2015) 

2） Rassarin Chinnachodteeranun, Kiyoshi Honda: Sensor Observation Service API for 
Providing Gridded Climate Data to Agricultural Applications. Future Internet 8(3), 40, 

doi:10.3390/fi8030040 (2016) 

3） 西原是良，中嶋康博，木村匡臣，飯田俊彰：農業用水の多面的機能に対するサービス科学的

考察‐土地改良区としての潜在的需要の把握‐．『農業経済研究』報告論文，87(4)，371-376 

(2016) 

4） 飯田俊彰：ICTの利活用による近代的農業水利サービスの提供，JACEM 63, 5-11 (2016) 

5） 本多 潔：農業ITプラットフォーム，アグリバイオ，1(2)，33-37 (2017) 

 

（７）口頭発表（国際学会発表及び主要な国内学会発表） 

① 招待講演（国内会議  ０ 件，国際会議  １ 件） 

1) Toshiaki Iida: An application of the information and communication technology to 



 

 

36 

 

modernize the agricultural water management in Japan, Small Conferrence at PAWEES 2016 

International Conference, Oct. 19, 2016, Daejoen, South Korea 

 

② 口頭発表（国内会議  ４ 件，国際会議  ２ 件） 

1) 坂井睦規，飯田俊彰，久保成隆，木村匡臣：水田水管理労力推定に向けた圃場分散状況の定

量的評価に関する研究．平成 28年度農業農村工学会大会講演会講演要旨集，［6-39］，仙台市，

2016年 9月 1日 

2) 飯田俊彰，坂井睦規，木村匡臣，久保成隆：水田水管理での無効灌漑の発生への稲作農家の

営農形態の影響．水文・水資源学会 2016 年度研究発表会要旨集，234-235，コラッセふくし

ま，2016年 9月 16日 

3) Toshiaki Iida, Mutsuki Sakai, Masaomi Kimura, Naritaka Kubo: Characterization of excess 

irrigation water in paddy fields in Japan. PAWEES 2016 International Conference, 9, 

Daejoen, South Korea, Oct. 19-21, 2016 

4) 飯田俊彰，友松貴志，利根伸隆，木村匡臣，溝口勝：農業水利情報サービス提供システムの

ユーザインタフェイスの設計．平成 29年度農業農村工学会大会講演会講演要旨集，［10-36］，

日本大学湘南キャンパス，2017 年 8月 29日－9月 1日(8月 31日)  

5) 山村愛二，久保成隆，飯田俊彰，木村匡臣：ICTを活用した需要主導型配水システムの提案．

平成 29年度農業農村工学会大会講演会講演要旨集，［9-17］，日本大学湘南キャンパス，2017

年 8月 29日－9月 1日(8月 30日)  

6) Toshiaki Iida, Mutsuki Sakai, Masaomi Kimura, Naritaka Kubo: A simple indicator of paddy 

field plot distribution for evaluation of irrigation labor, PAWEES 2017 International 

Conference, 43, Taichung, Taiwan, Nov. 9-10, 2017 

 

③ ポスター発表（国内会議  ２ 件，国際会議  ２ 件） 

1) 飯田俊彰，坂井睦規，木村匡臣：農業水利情報サービスの提供によって大規模稲作農家が得

る価値の評価の試み．サービス学会第４回国内大会講演論文集，pp.409-413，神戸大学，2016

年3月28日-3月29日（29日，ポスター発表） 

2) Masaomi Kimura, Satoru Kobayashi, Toshiaki Iida, Naritaka Kubo: Mathematical models 

for two-dimensional distribution of thermal environment in paddy field considering 

ponding water flows. PAWEES 2016 International Conference, 47, Daejoen, South Korea, 

Oct. 19-21, 2016 (Poster presentation) 

3) Toshiaki Iida, Masaomi Kimura, Naritaka Kubo: Value evaluation of the irrigation 

information service system for rice cultivating farmers in Japan. ICID 2nd World 

Irrigation Forum, (Paper No.173), Chiang Mai, Thailand, November 6–8, 2016 (Poster 

presentation) 

4) 飛田紘佑，徳永光晴：ドローンを活用した水位計測と稲の生育状況の把握における圃場管理

の提案．第 26 回生研フォーラム「宇宙からの地球環境・災害モニタリングとリスク評価」，

東京大学生産技術研究所，2018 年 3月 6日（ポスター発表） 

 

（８）新聞報道・投稿，受賞等 

① 新聞報道・投稿（ １ 件） 

ドローン目指せ実用化．日本経済新聞，平成 27 年 12 月 1 日（火）朝刊 北陸面，農業分野でド

ローンを活用した本実装活動が紹介された． 
 
② ＴＶ放映（ １ 件） 

平成 28 年 7 月 22 日(金)19:30-19:55 NHK 総合「ナビゲーション」（“省力農業”が拓く未来～大

量離農時代に備える～）：ICTを活用した圃場の管理が特集され，その中で，ドローンを活用した

本実装活動の取り組みが紹介された（愛知，三重，岐阜，静岡，石川，福井，富山県のみの放送）． 

 

③雑誌掲載（ １ 件） 

大規模農業の効率化に一役，月刊北國アクタス平成 27年 10月号，pp.49-50 
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④ 受賞（ ０ 件） 

無し 

 

（９）知財出願 

無し 

 

（１０）その他特記事項 

平成２８年８月２５日（木）に，JST RISTEX によるサイトビジットが開催された．実装対象農

家（（有）アグリ山﨑）の事務所，および水田圃場において，実装活動状況が実地に視察された．

また，実装対象農家の従業員を含めて懇談会が行われた． 

 

６．結び 

日本の農業の基幹を担う水田稲作農家では，後継者不足・高齢化のもとで，広域に分

散したたくさんの圃場の水管理労力が大きな負担となっている．安全・安心な主食の安

定生産を今後も維持するために，水田水管理労働の近代化が必須である．近年急速に進

歩しているＩＣＴを水田水管理に利活用することは，水田水管理労働の効率化を実現で

きる強力な解決策である．しかし，その普及のボトルネックとなっているのが，実際の

大規模稲作農家がＩＣＴを導入した場合のメリットが定量的に示されていない点である．

したがって，本プロジェクトは，水田稲作が直面している問題に対する解決策のまさに

ボトルネックに正対する取り組みであり，得られた成果の社会的意義は非常に高い．他

の米生産国においても，日本に続いて，同様の社会状況の変化が進んでおり，将来はモ

ンスーンアジアの稲作文化圏全域において本プロジェクトの成果や手法が役に立つもの

と期待される． 

本プロジェクトで行った検討の内容や得られた成果を踏まえて，アウトリーチ活動，

農林水産省による関連の委員会での発言，政策提案を行えたのは，本プロジェクトを行

ってこそ可能になったことであり，本プロジェクト遂行の価値は非常に高かったと感じ

ている．実装責任者はじめ他のメンバーへの講演依頼が増えたことや，新聞報道，ＴＶ

放映などに取り上げられたことから，本プロジェクトの社会的インパクトは大きいもの

と思われる．農林水産省の施策も本プロジェクトの方針に合致する方向で進められてい

る． 

本プロジェクトの遂行により，さまざまな新たな知見が得られ，当初の目標はおおむ

ね達成できた．しかし，ＩＣＴ実装による効果の定量的評価には，まだ追及の余地を残

していることは否定できない．今後も，実装対象農家の事例を増やしたり，計測方法を

洗練したり，遠隔監視だけでなく遠隔操作の効果も評価すること等により，継続的にこ

の課題に取り組み，さらに定量的評価を精密化して社会へアピールして行きたいと考え

ている． 

 本プロジェクトでは水田湛水深の遠隔監視システムの導入の効果について取り組んだが，本プ

ロジェクトでの実装支援期間の２年半の間に，水田の給水栓の遠隔操作システムが技術的に可能

となってきた．まだ装置が高価であるため普及には時間が掛かると思われるが，水田水管理への

ＩＣＴ利活用の新しい形として，給水栓の遠隔操作システムや排水の遠隔操作システムなどが将

来的に考えられ，これらの導入の効果についての研究にも取り組みたい． 

本プロジェクトを終えるに当たり，多大なるサポートを頂いた国立研究開発法人科学

技術振興機構（ＪＳＴ）社会技術研究開発センター（ＲＩＳＴＥＸ）研究開発成果実装

支援プログラム事務局に心から謝意を表する．本プログラムの計画や実施方針に対して

貴重なご意見ご示唆を頂いたプログラム総括ならびにプログラムアドバイザーの皆様に，

厚く御礼を申し上げる．また，実装活動に対し，実際の耕作圃場を使用させて頂き，い

つも様々なご配慮を頂いた実装対象農家の代表および従業員の方々に，厚く御礼を申し

上げる． 
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